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衛生公害研究所 、 成 ６年 策定 た新衛生公害研究所 長崎県環境保健研究セン

仮称 整備計画 基 、取 組 研究 業務の基本的方向を見据え 事業を推

進 い す た、施設整備の面 、新セン の建設を 成 年 着工 、 成

年 の開設 向け 工事 順調 進 い す

同整備計画 則 た取 組 研究 業務の方向性 、 調査研究の 点化 試験検査の

見直 企画機能の整備 情報発信 教育研修の充実強化 あ 、その実現 向け

必要 諸準備を着々 行 いる す

現在、既 着手 いる調査研究のうち、環境分 の 点的 取 組み 、大 湾

閉鎖性水域の環境浄化 関する取 組み、廃棄物の再利用 を通 た 環型社会 く 寄

与する取 組み、酸性雨 キ ン 本県の大気観測を通 た地 規模の環境問題 の取

組み、 た保健衛生分 、食の安全 安心の確保 の取 組み、新興感染症 の究

拡大防止 の取 組み あ す

その中 、新た 視点 特徴的 研究課題 底 の曝気 キ養殖 よ、

、水産業の振興 両立する水環境浄化手法 よる内湾環境修 関する研究 規格外農

産物の有効利用 よる生 家畜排泄物の堆肥化技術、土壌環境改良等 の利活用 繋 る炭

化技術、飼料化 よる高品質豚肉の生産技術開発 バイ マ を有効利用 た 環型モ

地域 く の研究 抗菌活性 防臭作用等を持 フェ の天然物資源を利用

、長期間その効果を維持する生理活性 料の開発 応用研究 遺伝子増幅法

を用いた 属菌の検査技術の開発 商品化を目指 た迅速検査方法の開発 の研究

取 組 い す の研究推進体制 、国の研究機関 他の県研究機関、民間企業

産学官連携 よる各分 の技術を融合 た形 進 、連携研究 新技術開発、新産業

興 繋 る可能性 考え る 、徐々 一定の成果 得 ある状況 あ す

今後 、当所の強み 言える環境 保健衛生分 ける分析技術 解析力、更 健康危

機管理 の対応能力 を十分 確保 、連携研究 積極的 取 組 よ 真

地域振興 寄与 、貢献する地方自治体の研究所を目指 、機関 の能力を効果的 発揮

するた の努力を続け い たい 考え すの 、皆様の す すのご支援、ご鞭撻を

い致 す

成 年

長崎県衛生公害研究所長 仁位 敏
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生 分別 集実証試験 民意識調査 

 

竹  大志 山口 智士  

 

A questionnaire survey on garbage separation treatment(2005) 

 

Taiji TAKENO and Satoshi YAMAGUCHI 

 

Although garbage has been incinerated in almost all the area, the separation treatment has been increasing to 

prevent global warming or to recycle wasted biomass in recent years. 

So we had a test concerning the effect of mixed compost made from livestock excretions and garbage in Iimori-cho, 

Isahaya city.Separated kitchen garbage with bio-degradable plastic bag was collected at garbage dump and carried 

them to adjacent compost center by garbage track. 

Then, we did questionnaire survey to investigate the intention of residents and the problems with garbage separation 

treatment.About 80% of residents participated in garbage separation treatment and intend to be in favorable to 

continuous participation.But the other 20% of them feels too inconvenient to participate in because of the 

troublesome work and the unpleasant smells in keeping. 

 In addition, the bio-degradable bag is so expensive for almost all the residents that the price of the bags will 

considerably affect the percentage of participation when the project will be started. 

 

Key words：garbage separation treatment, questionnaire survey 

ワ ：生 分別 集 アンケ 調査 

 

    

一般廃棄物中 含 生 多く 自治体

焼却施設 処理 い 地 温暖化

防 策 廃棄系バイオ 利活用 目的

分別 集 組 自治体 全国的 増加 い

長崎県 い 家畜排 物等 生

混合 堆肥化 施設 整備 進 分別 集

組 地域 増加 い  

生 分別 集 イク 民

参加率 最 事業 効性 左右 要 要素

あ 参加率 当初目的

事業効果 得 く ケ 少 く い  

成 度 県研究機関連

携 ェク 研究 バイオ 効利用 循環

型モ 地域 く 既存堆肥

センタ 用い 生 混合堆肥化 事業化

目的 実証試験 行 い  

本報 特 生 分別 集へ 参加意向 問

点等 目的 アンケ 調

査 行 報告  

1 調査概要 

1) 調査範 目的 

調査範 ェク 試験対象地域 い

諫早 飯盛町 う 島自治会 モニタ 地区

実施 島自治会 世 数 人口

人 あ ～ 組 分 い 組織 飯盛町

代表的 宅団地 あ 島自治会

諫早 飯盛町全体 人口数 世 数 約

相当  

生 分別 集 民説 会 開催 後

対象 自治会 組 順次拡大 手順 成

開始 生 分別 事前 配

味 生分解性 チ ク袋

分別 回 日 併 配 バ

ケ 保管 方法 実施 。 集

ョン 専用 ペ バケ 設置

集積 方法 行 。 ョン

ペ バケ 清掃 従来 行わ い 自治

会 輪番制 清掃当番 依頼 方法 行

。 

* イオ ーク株式会社 



長崎県衛生公害研究所報   報文 

 2

2) 調査方法 

アンケ 調査 分別 集 開始 約 ヶ 半

経過 島自治会 ～ 組 世 全 対

象 。調査票 成 日 自治会

通 配 回 日後 日 生

袋 追加配 際 併 回 留 置 方

法 行 。回答 日 生 分別 関わ

い 者 依頼 調査 容 表 容 構成

。回答者属性 表 示

女性 あ % 歳代以 あ 。回 数

世 回 率 % あ 。 

 

表 　調査項目の概要

・生 み分別収集の参加度合い

・生 み分別収集の今後の意向

・分別収集への慣

・分別収集の負担

・生分解性プラスチック袋の価格

・分別収集方法

 

回答数 構成率

性別 男

女

年齢構成 歳未満

歳代

歳代

歳代

配布枚数 世帯

表 　回答者属性

 

 

 調査結果 考察 

 分別回 へ 参加 

生 分別 集 関 程度参加 い

質問 結果 あ 。 特別

毎回出 い い い出 い いう

回答 合わ 約 割 世 参加 い

いう結果 あ 。生 分別 集 参加 い

い世 処理状況 訳 表 示 。 や

出 い 回答 世 あ

。 電気式 生 処理機 利用 い 回答

世 あ 。電気式 生 処理機

使用 試験 契機 購入 世 多

い 自 回答欄 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

2) 生 別収集 い 実施意向 課題 

生 分別 集 堆肥化 い 今後 実施

意向 い 質問 結果 あ 。 %

回答 今後 実施 方 い

いう 実施 方 い いう肯定的 意見 あ

。 そ 肯定的 回答 理 示 。

最 多 理 資源 効利用

% あ 。否定的 回答 理 質問

結果 表 あ 。 生 分別 面倒

世 最 多 。そ 他 理

生 保管時 臭気 関 虫 わい

快感 理 記 い 。生

保管時 臭気 い 自 回答欄 世

担 あ 記 い 。 

生 分別 集試験 始 感

選択 設問 結果 示 。 最

多 回答 保管時 臭気 関

% 保管時 臭い 担 感 回答 あ

。 

試験 開始 時期 夏場 あ 保

管時 臭気 関 担 強く 阻害要因

い 示唆 。回 日 保管

販 一般的 蓋付 バケ 配 密閉性

十分 や専用袋 掛 くい 原

因 臭気 漏 や 可能性 あ 。 バ

ケ 部 液 現場立 会い調査時 く

見 。 

全国的 生 堆肥化事業 あ 山形

県長井 イン ン バケ 直接

分別 集法 実践 い アンケ 調

1　生 別収集 参加程度

(回答数:可台)

出 い い

9れ

い い出

い

1可れ

出

い い

10れ

特別

け 毎回

出 い

64れ

もやす み し 出し い

電気式生 み処理機 用い い

自分の畑や庭 処理し い

回答世帯数

表 　分別収集し い い理由 複数選択可
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査 夏 保管時や ョン 臭気 関

担感 強い い 。  

ョン当番時 ペ バケ

洗浄 担要因 い 。

輪番制 清掃当番 夏場 自宅 複数個

ペ バケ 運搬 庭先 洗浄 強い

担感 強 考え 。 

自治会 バケ 洗浄

ョン 水道栓 設 要望 行

洗浄水 排水経路 確保 い 設置

至 い い。 イン ン

ョン用 バケ 集運搬 過程 洗浄 再

び ョン 戻 方法 採 い

そ 家庭用バケ 洗浄

ョン 水道栓 設置 求 意見 多くあ

報告 あ 。 

 

生 み 分別す の 面倒だ

生 み ほ 出 い

その他

回答世帯数

表 　分別収集 実施し い方 い理由 複数選択可

 

 

 

 

3) 生 別収集 い 慣  

分別 集 関 慣 質問 結果

% 慣 いう 慣

回答 い 。先行研究 生 分別作業

～ ヶ 約 割 慣 いう報告 あ 今回

調査 様 結果 。 

 

4) 生 解性プラスチ ク 価格 別方法

い  

今回 無償配 生分解性 チ ク袋 代

金 現在約 枚約 あ いう情報 え

価格 い う感 質問 結果

全 世 高い いう 高い

いう回答 あ 。 

次 生分解性 チ ク袋 分別 集方

法 直接バケ 分別 方法 分別

集 や い 質問 結果 件 回答 う

% 世 現在 生分解性 チ ク袋

方法 い いう回答 あ 。 

 

   

生 分別 集 参加率 今後 参加意向

い 約 割 世 肯定的 意見 あ

。 残 割 分別 手間や保管時

臭気 快感等 分別 集参加へ 妨

い 。冬場 臭気へ

快感 減 予想 今後事業化へ

展開 考慮 家庭用バケ 密閉性 あ 生

分解性 チ ク袋 使用 や い構造 バケ

入 開発 検討 必要 あ

思わ 。 

課 ョン ペ バケ

2 生 別収集 意向(回答数:可台)

実施

方 い

50れ

実施 い方

い

3れ

い

う 実施

い方 い

14れ

い

う 実施

方 い

33れ

3 生 別収集を実施 方

い理由(回答数:63)

資源 有効利

用

34れ

袋

費用 安く済

3れ

環境

い

23れ

焼却処理量を

減

21れ

排出量 少

く

19れ

4 生 別収集試験 感想(回答数:6可)

家庭用ﾊ ｹ 洗

浄 手間 あ

感

可れ

生 水

負担 感

11れ

量 減

感

14れ

当番時 ﾊ ｹ

洗浄 負担 感

16れ

環境対策 取

組 一員 あ

感

11れ

生 保管時

臭い 負担 感

34れ

ｰ ｮ

運搬 負担

あ 感

4れ
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洗浄 大型 生分解性 チ ク袋 掛

そ 袋 生 回 洗浄作業 要

清掃当番 担 軽減

可能 タイ 生

分解性 チ ク袋 約 枚 比較的高価

あ 分別 集 経費増 招く要因  

分別 集 方法 い 調査結果

生分解性 チ ク袋 用い 方法 協力

得 や い 考え 方法 生

ンあ 程度 生分解性 チ ク袋

購入費用 必要 生 分別

集 今 以 経費 焼却処理費用

削減 期待 困 生分解性

チ ク袋 単純 民 販売 分別 集事

業 行う 民 処理費用 担

増加 発 予想  

分別 集法 福岡県大木町 実施 い

う バケ 直接 集 あ 場合 分別

集 係 経費 生分解性 チ ク 用い 方法

比較 く 集バケ 持 等

民 便 強い 部分 あ 分別 集法 選択

地域 イ タイ や 宅 ョン

距 大 く関係 考え い 一長一

短 あ 一概 定 い 表  

実証試験 成 度 事業化 関

費用対効果 堆肥 用性 施用 ニュア 等

整備 事業化 目指 い  
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生 解性プラスチ ク袋方式

小型バケ →大型生 解プラス

チ ク袋掛けバケ 方式

小型バケ →大型バケ 方式

○バケ 洗浄 不要

○バケ 比較 臭気を抑え
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△出勤途中等 ステーション持

込 不 能

△出勤途中等 ステーション持

込 不 能

経費 △袋代 高価 ○家庭用袋代 必要 い

○家庭用 ステーション用 袋代

不必要

△ ステーション用大型袋代

必要

△大型バケ 洗浄施設運転コス

ト 必要

堆肥化不適物 △バケ 方式 比較 多い ○少 い ○少 い

収集形状 ○従来 塵芥車 収集 能 ○従来 塵芥車 収集 能

△大型バケ を積 平荷 ト

ラ ク 必要

搬入先施設

付 設備

○堆肥化後 篩い機 必要 ○堆肥化後 篩い機 必要 △大型バケ 洗浄施設 必要

表5　生 別方式 比較

保管排出時

長所

保管排出時

短所

△穴あ 水漏
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(2001 2005)機 化合物 影響 ～

浦 伸孝 田中 良徳 石崎 修造

Thais clavigeraEffects of Organotin Compounds in

Nobutaka URA , Yoshinori TANAKA , Syuzo ISHIZAKI

Thais clavigera.Organotin compounds (TBT and TPT) are known to cause in rock shells,

Then, a local survey on organotin pollution and its effect to was carried out at whole areaThais clavigera

in Nagasaki prefecture from 2001 to 2005. The results were summarized as follows.

1. The rock shells samples were collected at 38 stations along the Nagasaki prefecture coast from 2001 to

2002.

2. Imposex was found in 36 stations whereas no appearance of imposex was found in only two stations.

3. The relation was not admitted between the density of organotin in seawater and the imposex appearance

rate.

4. It was confirmed that there was a positive correlation between the density of organotin in the inside of

and the imposex appearance rate, and between the density of organotin in the bottomThais clavigera

mud and the imposex appearance rate.

5. While the secular distortion of the imposex appearance rate in its low rate point when beginning to

investigate was in the decreasing tendency, it didn't change so much in its high rate point.

6. The severity of symptoms, by RPL Index, showed the tendency to lighten in the point that was the

serious illness when beginning to investigate.

7. It was confirmed that of non-polluted area was also influenced sexually (as an appearanceThais claviger

of disease of the imposex) by the exposure to organotin in the system of open.

Key Words : , Imposex, Organotin compoundsThais clavigera

ワ ン 機 化合物: , ,

ま え

船底 漁網 類 ヤ類等 付着

・成長を防止す 年代 有機1960

化合物 塗料 し 用い 有機

化合物 そ 使用さ 亜酸化銅

比 安価 効果 絶大 あ

全世界 主流 防汚塗料 い し し

塗料 し 防汚効果 高さ そ 水生生

物 毒性 高さを表す 近年 こ 有機

化合物 生態系 影響 現 い

図1 日本全国 岩礁海岸 広く分布し

い イ ニ いう海産巻Thais clavigera

貝 あ 通常 別々 雌雄異体

1

性転換 し い こ 殻を い

軟体部を観察し 本来

存在す 生殖器官 ニ 輸精管

形成さ 発達し い 個体 図2 見

長崎県衛生公害研究所報 5 , 5 報文
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ｵ ﾆ ｲ ｯ ﾆ

ン2

う こ う 巻貝類

化す 現象及びそ 個体 イン ク 呼

重症 産卵 害を 引 起こす こ

1990う 現象 見 う

年 堀口 独 国立環境研究所 全

国規模調査 行わ 地点 内 地点97 94

イ ニ イン ク 確認さ そ 出現

率 ％ いう結果 あ こ100

長崎県内 長崎港 佐世保港 対馬 調査

実施さ 全国 同様 結果 あ

１ ～

イ ニ イン ク 関与し い

ト チ ( ) ト ェニTBT

)等 有機 化合物 いうこ 室TPT

内実験 確認さ こ 内分泌撹

4 ～5

乱化学物質 環境 ン 生態 影響

因果関係 確 い 数少 い事例 一

あ そ イ ニ イン ク 状

況を調査す こ 生息地域 有機 汚

染 程度を推測す こ 出来 考え い

種類あ 化合物 一 ﾄ1990 14 TBT -

ﾁ ｵ ﾄ 化審法 化学物質- TBTO

審査及び製造等 規制 法 第 種特1

定化学物質 指定 国内 製造 輸入 使用

13 TBT禁 い 他 種類

化合物 種類 化合物 種指定 製造7 TPT 2

輸入 事前届出 規制 行わ い し し

規制 開始 以 経過し 現在10

機 汚染 全国的 残 し い 各

種調査 い

環境 ン問題 特定地域 問題 く

特定多数 人 影響 あ 基礎的

知見 集積し く 要 あ 述 堀口

調査 長崎県 ン

高率 在 地点 あ わ 県

全域 現況及び経 動向 あ 本研

究 形態調査 体内 機 濃度調

査及び生息海域 水質 底質調査等 行い

指標 し 県 全域 機 汚染 実態

目的 し 調査 行 報告

調 査 概 要

概況調査1

県 全域 採 し 形態調査及び水質

調査 行

調査地点1-1

14 24 38長崎県内 本土 地点 離島 地点 計

地点 3

調査 目1-2

形態調査：性 殻長 殻径 殻付

身 無 長 相対 長指

～

数 RPL Index

＝ 雌 均 長 ／RPL Index

100雄 均 長 ×

ン 症度 表 数値 大 く

症 あ 示

水質調査： チ TBT

TPT

概況調査地点及び ン 出現率3

析方法1-3

形態調査

殻 万力 ン 使用し

軟体部 軟体部 外套膜

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

91～100%81～90%

51～80%

0 %

インポ ック 出現率
●●

●●●●

●●

●● 1～50%

長崎県衛生公害研究所報 5 , 5 報文
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開し 実態顕微鏡 無 確認し

あ い 長 測定し

機 析方法 水質

1L試料

← サ0.1mg/l MBT-d DBT-d

TBT-d MPT-d DPT-d TPT-d

100 lチ μ

NaCl 100g←

← 酢酸 酢酸 緩衝溶液2M

H5 2mlｐ

2 NaBEt 0.5ml← ％

振 う 間10

←ヘ サン 抽出

回目 回目1 100ml 2 50ml

振 う 間10

無水硫酸 脱水

濃縮 約 タ タ ℃2ml 40

240hPa

未活性 層2g Na SO2 4

φ ×10mm 30cm

ヘ サン層 負荷し テ ヘ サ2%

ン 溶出30ml

濃縮 約 タ タ ℃2ml 40

240hPa

窒素 ℃ 約40 0.2ml

20 l←内部標準 μ

各TeBT-d TePT-d 1mg/l

磁場型GC/MS HP5890-JEOL AX505

詳細調査2

概況調査 ン 高率 発生し い

確認 地点 い 調査 行

調査地点2-1

壱岐市 対馬市 新 五島 松浦市 い

地点 地点 選定し 各地点 い 直線1 4

距離 以内 採 可能 場所1km

ヶ所 加え 計 ヶ所 調査 行2 12

2対照地点 し 長崎市 母崎 地点

ヶ所 調査 行 し 体内 機 濃度

調査 対照地点 ヶ所 実施し1

4

詳細調査地点 斜線 あ 場所 対照地点4

調査 目2-2

形態調査：性 殻長 殻径 殻付

身 無 長

体内 機 濃度調査： チ DBT

チ TBT DPT

TPT

析方法2-3

機 析方法 体内

5g約

← ･ ：酢酸 チ 抽出1MHCl MeOH =1:1

回目 回目1 30ml 2 15ml

遠心 離 間2,500rpm 5

清

1MHCl MeOH =1:1 50ml･ ：酢酸 チ 全

し 1ml

← サ0.1mg/l TBT-d DBT-d

TPT-d DPT-d 100 lμ

窒素 約 0.2ml

← 酢酸 酢酸 緩衝溶液2M

H5 3mlｐ

NaCl 0.5g←

2%NaBEt 0.5ml← 4

振 う 間 静置 間 誘 体化1 10

1MKOH EtOH 10ml← ･

解 振 う 静置 時間1 1

NaCl 6ml← 和
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4ml←ヘ サン

振 う抽出 間 回繰 返し1 2

ヘ サン層

和 水 ヘ サン層洗浄NaCl 5ml

未活性 層2g Na SO2 4

φ ×10mm 30cm

ヘ サン層 負荷し テ ヘ サ2%

ン 溶出25ml

濃縮 約 タ タ ℃2ml 40

240hPa

窒素 ℃ 約40 0.1ml

20 l←内部標準 μ

各TeBT-d TePT-d 1mg/l

0.2ml全

磁場型GC/MS HP5890-JEOL AX505

底質 機 濃度調査3

詳細調査地点 近傍 底質 採 し 機 濃

度 調査し

調査地点3-1

詳細調査地点 近傍 底質 採 可能 あ

地点11 5

底質 機 濃度調査地点5

赤数 地点 結果 解析 使用

調査 目3-2

底質 機 濃度調査： チ DBT

チ TBT DPT

TPT

底質採 方法3-3

船 ン 採泥器 用い 底質 採

し

析方法3-4

機 析方法 底質

5g底質 湿泥 約

1MHCl MeOH =1:1 20ml← ･ ：酢酸 チ

振 う抽出 間 回繰 返し10 2

遠心 離 間2,200rpm 10

清

1MHCl MeOH =1:1 50ml･ ：酢酸 チ 全

し 10ml

← サ0.1mg/l TBT-d DBT-d

TPT-d DPT-d 100 lμ

窒素 ℃ 約40 2ml

← 酢酸 酢酸 緩衝溶液2M

H5 10mlｐ

NaCl 1g←

2%NaBEt 1ml← 4

間振 う 間静置 誘 体化1 10

4ml←ヘ サン

振 う抽出 間 回繰 返し1 2

ヘ サン層

和 水 ヘ サン層洗浄NaCl 2ml

未活性 層2g Na SO2 4

φ ×10mm 30cm

ヘ サン層 負荷し テ ヘ サ2%

ン 溶出25ml

濃縮 約 タ タ ℃2ml 40

240hPa

窒素 ℃ 約40 0.1ml

20 l←内部標準 μ

各TeBT-d TePT-d 1mg/l

0.2ml全

磁場型GC/MS HP5890-JEOL AX505
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移植実験4

非汚染地域 ン 高率

発生し い 地域 移植し 機 曝露

形態 程度 影響 あ 調査し

非汚染地点 し 詳細調査時 対照地点 選定

し 地点 殻長 ～ 大20 30mm

100 100 50個体採 し 個体

個体 入 ン 高率2

発生地点 及び 間 育 行い 形6 12

態調査 行 育 内 う 石6

等 入 潮間帯 設置し 通常 生息

環境 近 け 育期間中 約 間2

度 現地 サ や 餌 し1

内 え

育 設置状況及び内部 様子6

ン 状況 経 変化調査5

本調査 開始 成 ～ 度 概況調13 14

査時 最終 度 あ 成 度 県内17

ン 状況 う 変化し

調査 概況調査 ン 出

現率 ％ 超え 地点 い 再度形態調査50

行

殻長 ～ 程度 地点20 30mm 1

個体採 し 形態調査 行50

個体数 得 地点50

い 採 い 形態調査及び解

析 行

調査地点5-1

10 10 20長崎県内 本土 地点 離島 地点 計

地点 汚染 無い対照地点 地点 7

調査 目5-2

形態調査：性 無 長 相対

長指数 RPL Index

析方法5-3

形態調査： 同様 方法 実施1-3

成 度 形態調査地点7 17

斜線 あ 場所 対照地点

調査結果及び考察

6 ～8

1 概況調査

1 3概況調査時 形態調査 結果 表 及び

示 調査 地点 内 地点 ン38 36

確認 長崎県 い 広範 わ 機

汚染 在 確認 本調査

結果 ン 出現率 ％以 地点50

地点 内 ％ 地点 地点あ 汚20 100 6

染度 高い地点 し ン

出現率 ％ ％ 幅 あ 本県 中5.6 100

機 汚染度 地域 差 あ

ン 状況 把握 際 出現率 共

考慮し け い ン

症度 あ 本研究 い 相対 長指

RPL Index RPL Index数 用い 解析 行

ン 出現率 う8

ン 出現率8 RPL Index

概況調査

インポ ック 出現率 %

R
P

L
 
I
n
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症度 出現率 間 相 あ 確認

形態調査 同時 行 海水 機

38 5 TBT 0.8濃度調査 結果 地点 内 地点

～ 地点 ～3.1ng/l 4 TPT 0.2 0.5ng/l

検出 結果 県内 海水 機

水槽内汚染 在し い 確認

曝露実験 い 1 インng/l TBT

あ 本調査ク 誘導さ いう報告

海水 機 検出 地点 い

～ ％ いう高い出現率 ン 確71 100

認 し し 逆 ン 観察 地

点 い 特 出現率 ％ 地点 機100

検出 地点 あ 海水 機 濃

度 ン 出現率 瞭

原因 し 開放系 水 様々 一過

性 加わ 採 し 検水

海域 通常時 均的 機 濃度

等 考え

表 概況調査結果

番号 地 名

殻高

(mm)

殻幅

(mm)

体

(g)

軟体部

(g)

検体数 オ メ

ｲﾝﾎﾟ ｯｸ

(個体数)

ｲﾝﾎﾟ ｯｸ

(%)

RPセ I点dｽx

海水中の

TBT濃度

点g/l)

海水中の

TPT濃度

点g/l)

成

度

1 西海町・大田和 平1 14 1.9 0.4 年0 10 平0 7 年5.0 10.0 ND ND

平 和町・ 石 平平 15 平.0 0.5 年0 10 平0 1平 60.0 19.6 ND ND

年 琴海町・尾戸郷 平4 16 年.1 0.6 年0 1年 17 1平 70.6 19.1 ND ND

4 佐世保市・俵ヶ浦 平年 15 平.0 0.6 年0 15 15 1年 86.7 平平.4 ND ND

5 福江市・ 崎山 平年 15 平.5 0.5 年0 16 14 6 4平.9 6.4 ND ND

6 玉之浦町・丹奈郷 平平 15 平.平 0.5 年0 14 16 年 18.8 17.5 ND ND

7 新魚目町・榎津郷 平5 16 平.7 0.7 年0 18 1平 7 58.年 1平.年 ND ND

8 有川町・神ノ浦郷 平4 17 年.0 0.7 年0 8 平平 4 18.平 年.1 ND ND

9 島町・続浜の浦郷 平1 14 1.7 0.4 年0 18 1平 1平 100 5年.9 ND ND

10 勝本町・坂本触 平6 17 年.6 0.9 年0 1年 17 1 5.9 年.5 ND ND

11 石田町・筒城仲触 平4 17 平.9 0.7 年0 7 平年 9 年9.1 年.年 ND ND

1平 郷ノ浦町・片原触 平4 16 平.5 0.7 年0 1平 18 17 94.4 17.0 1.1 0.平

1年 厳原町・尾浦 平5 17 年.年 0.7 年0 14 16 4 平5.0 7.4 ND ND

14 美津島町・鴨居瀬 平7 18 4.平 1.1 年0 1平 18 18 100 平5.6 0.平 ND

15 対馬町・ 根緒 平6 18 年.5 1.1 年0 14 16 4 平5.0 年.9 ND ND

成

度

16 県町・西津屋 平5 16 平.7 0.8 年1 16 15 11 7年.年 年6.5 ND ND

17 豊玉町・廻 平年 15 平.6 0.7 年0 1平 18 6 年年.年 8.年 ND ND

18 厳原町・豆酘 平5 16 年.1 0.7 年0 15 15 1 6.7 平.5 ND ND

19 勝本町・仲触 平平 15 平.5 0.5 年0 1年 17 16 94.1 18.7 ND ND

平0 芦辺町・諸 東触 平平 15 平.4 0.5 年0 14 16 1年 81.年 年1.6 ND ND

平1 郷ノ浦町・渡良東触 平4 16 平.5 0.6 年1 17 14 6 4平.9 8.5 ND ND

平平 若松町・日島郷 平5 17 年.年 0.8 年0 1平 18 18 100 平6.6 1.1 0.5

平年 若松町・間伏郷 平4 17 年.平 0.7 年0 14 16 5 年1.年 1.8 ND ND

平4 奈良尾町・岩瀬浦郷1 平年 16 年.0 0.6 年0 8 平平 4 18.平 0.9 ND ND

平5 奈良尾町・岩瀬浦郷平 平4 16 年.平 0.6 年0 15 15 15 100 平0.0 ND ND

平6 松浦市・調川 平8 17 年.8 0.8 平5 11 14 14 100 58.9 － －

平7 田 町・ 田免 平5 16 平.7 0.7 年0 18 1平 9 75 15.5 ND ND

平8 戸市・宝亀 平平 14 平.1 0.5 年0 1年 17 14 8平.4 15.8 0.8 0.平

平9 小佐々町・楠泊免 平年 16 平.4 0.5 年0 6 平4 平4 100 74.平 ND ND

年0 小長 町・小川原浦名1 平平 1年 1.9 0.5 平1 14 7 5 71.4 年平.年 ND ND

年1 小長 町・小川原浦名平 平5 15 平.8 0.7 年0 16 14 10 71.4 19.0 年.1 0.年

年平 森山町・唐比西名 平0 14 1.7 0.4 年0 9 平1 11 5平.4 11.6 ND ND

年年 母崎町・ 母 平年 15 平.4 0.6 年0 11 19 0 0 0 ND ND

年4 母崎町・樺島 平平 15 平.1 0.4 年0 15 15 0 0 0 ND ND

年5 長崎市・飯香浦 平年 15 平.1 0.4 14 4 10 1 10.0 5.0 － －

年6 福江市・奥浦 平年 16 平.5 0.5 年0 平年 7 1 14.年 1.1 ND ND

年7 福江市・戸岐 平年 15 平.6 0.5 年0 1平 18 1 5.6 平.年 ND ND

年8 楽町・浜の畔郷 平4 15 平.8 0.5 年0 15 15 14 9年.年 8.5 ND ND
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9

2 詳細調査

概況調査 い 機 汚染 顕著 あ

思わ 地点 い 詳しく調査 行 概

4 1況調査時 汚染 顕著 あ 地点 対照

地点 選び 地点近傍 ヶ所 対照3

ヶ所 計 ヶ所 対照 含 ヶ所2 12 14

形態調査 行 7

形態調査 結果 表 示 結果 ン2

出現率 ヶ所中 ヶ所 ％以12 10 70

内 ヶ所 ％以 ヶ所 ％ あ7 90 3 100

詳細調査 直線距離的 近い ヶ所3

調査 行 中 対馬 や 五島2 3

う 他 ヶ所 比 ヶ所 出現率 低い2 1

地点 あ 地点 周辺状況 調査し

及び 示 う 出現率 高い場9 10

所 数百 以内 船底塗料 使用実績

あ 事業所 あ 出現率 低 地点 地理

的 事業所排水 影響 け くい 思わ

地点 岬 対側

表 概況調査 含 ～2 RPL Index 0

間 あ 産卵 能 超え39 40

概況調査時 比 増加し い 地点

RPL Index 11あ 出現率 間

示 う 概況調査時 同程度 相 あ

確認

詳細調査地点 対馬9

詳細調査地点 五島10

表 詳細調査結果

地 名

殻高

(mm)

殻幅

(mm)

体

(g)

軟体部

(g)

検体数 オ メ

インポ ック

RPセ I点dｽx

概況調査時の

RPセ I点dｽx

個体数 ％

壱岐 郷ノ浦町・片原触 平0.9 1年.6 1.9年 0.5年 6平 41 平1 19 90.5 平1.平 17.0

壱岐 19.6 1年.平 1.74 0.4年 60 年8 平平 平平 100 年7.8 －

壱岐 平1.5 14.4 平.4平 0.6年 6年 45 18 17 94.4 平0.8 －

対馬 美津島町・鴨居瀬 平1.9 14.8 平.年年 0.65 年9 16 平年 平平 95.7 平0.9 平5.6

対馬 平6.1 17.1 年.5平 0.97 年0 14 16 9 56.年 19.4 －

対馬 平4.7 16.平 平.76 0.89 年0 16 14 14 100 年9.1 －

島 若松町・日島郷 平6.4 17.8 年.58 0.77 40 17 平年 平年 100 14.6 平6.6

島 平6.5 17.8 年.86 0.9平 40 1年 平7 19 70.4 8.7 －

島 平4.6 16.7 年.18 0.70 40 19 平1 8 年8.1 17.4 －

松浦 田 町・ 田免 平4.7 16.0 平.69 0.71 40 19 平1 19 90.5 平平.5 15.5

松浦 平6.6 17.年 年.18 0.9平 40 15 平5 18 7平.0 18.年 －

松浦 平5.平 16.4 平.8年 0.78 40 平年 17 1平 70.6 平7.8 －

母崎 母崎町・ 母 平平.8 15.5 平.平平 0.57 40 17 平年 0 0 0 0

母崎 平4.年 16.7 平.9年 0.70 40 15 平5 0 0 0 －
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ン 出現率11 RPL Index

詳細調査

機 汚染 ン 状況 連 調

海水 機 濃度 測定し ン

出現率 瞭

水質 生 中 機 曝

露程度 し い 考え 体内 機

濃度 い 測定 行 結果 表 3

示 体内 機 濃度 ン 出現

率 ～ 示 体内12 16 12

濃度 ン 出現率 間 相TBT

13 TPTあ 確認 体内

濃度 出現率 間 同様 確認

結果 機 化合物 直接注入し

インポ ック 出現率 %

R
P

L
 
I
n

ン 誘 行 報告 く合致

5

ン 誘 濃度 ･TBT 20ng/g

いう結果 同傾向 示し いwet

体内 濃度 対 ン 出現率12 TBT

体内 濃度 対 ン 出現率13 TPT

TBT濃度nｇ ｇ・ t

イ
ン

ポ
ッ
ク

出
現

率
％

ＴＰＴ濃度 ｎｇ ｇ・ t

イ
ン

ポ
ッ
ク

出
現

率
％

表 体内 機 濃度調査結果3

地 名

Ｄ Ｂ Ｔ

(m g / g ･ w ｽ 五 )

Ｔ Ｂ Ｔ

(m g / g ･ w ｽ 五 )

Ｄ Ｐ Ｔ

(m g / g ･ w ｽ 五 )

Ｔ Ｐ Ｔ

(m g / g ･ w ｽ 五 )

計

( m g / g ･ w ｽ 五 )

壱 岐 17 . 年 1 6 . 1 N D 平 平 . 8 5 6 . 平

壱 岐 平8 年 1 N D 8 . 9 6 7 . 9

壱 岐 19 . 5 平 年 . 4 N D 7 . 6 5 0 . 5

対 馬 17 . 1 1 1 N D 年 . 4 年 1 . 5

対 馬 0. 6 4 . 5 N D 5 . 4 1 0 . 5

対 馬 平5 . 8 年 8 . 平 N D 6 . 9 7 0 . 9

島 5 6 . 4 平 . 7 平 平 . 平 年 6 . 年

島 平 . 平 年 . 7 平 . 4 1 1 . 1 1 9 . 4

島 年 . 9 4 . 7 N D 6 1 4 . 6

松 浦 6. 4 年 . 5 N D 6 . 4 1 6 . 年

松 浦 4. 4 5 . 8 N D 年 . 6 1 年 . 8

松 浦 5. 6 6 . 8 N D 4 . 6 1 7

母 崎 8. 年 平 . 8 N D 年 . 6 1 4 . 7
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い 出現率 間 相14 DBT

見 し し 直接注入DBT

顕著 ン 誘 確認 報告

考え 体内 濃度 高い い

5

TBT

代謝産生物 あ 結果的 高濃度DBT

蓄積し い 推察 体内 濃15 DPT

度 出現率 間 他 種 機 化合物

う 相 見 検出DPT

ン 高率 発生し い 地点 あ

併 考え ン 発生DPT

寄 い 思わ 他

機 化合物 比 検出濃度 低

結果 ン 誘DPT

体内 非常 代謝 やDPT MPT

い いう報告 合 い 最 回調査し

5

種 機 化合物濃度 合計 出現率4

調 う 相16

あ わ

結果 本県 い 一定濃

度以 機 化合物 体内蓄積 ン

発生し い 確認

体内 濃度 対 ン 出現率14 DBT

体内 濃度 対 ン 出現率15 DPT

ＤＢＴ濃度 nｇ ｇ・ t

イ
ン

ポ
ッ
ク

出
現

率
％

ＤＰＴ濃度 ｎｇ ｇ・ t

イ
ン

ポ
ッ

ク
出

現
率

％

体内 機 濃度合計 対 ン16

出現率

103 底質 機 濃度調査

体内 機 濃度調査 体内 機

濃度 ン 出現率 い

確認 し し 体内 機 蓄積

度 生息環境中 機 濃度 し い

海水 い 調査し 前述し

瞭 結果 得 次 底質

機 濃度 い 調査 行

成 度 形態調査 結果 ン15

高率 発生し 機 汚染 顕著 思わ

地域 近傍 地点 対照 地点 計 地9 2 11

点 底質 採 し 機 濃度 調査し5

う 成 度実施 詳細調査地点 底質15

採 地点 離 い ン 出現率

考察出来 い地点 除い 地点 地点5 1

い 解析 行5 7 8 10

底質 機 濃度 調査結果 表 4

濃度 ン 出現率 間 相TBT

あ 確認 ンDPT

出現率 間 同様 相 見 し

し や ン 出現率 間DBT TPT

う 見 原因 し

調査地点 地点 少 く し 地5

点 検体 性状 違い 砂状 泥状 あ

等 考え 測定し 種類 機4

濃度 合計 ン 出現率 示

う 相 見17

確 結論 得 地点数 増や 等 改善

行う必要 あ

底質 機 濃度調査 底質 機

濃度 ン 出現率 間TBT

体内 機 濃度 ン 出現率TBT

有機 濃度合計 ｎｇ ｇ・ t

イ
ン

ポ
ッ
ク

出
現

率
％
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表 底質 機 濃度調査結果

地 名

ＤＢＴ

(点g/g･ dry)

ＴＢＴ

(点g/g･ dry)

ＤＰＴ

(点g/g･ dry)

ＴＰＴ

(点g/g･ dry)

有機 計

(点g/g･ dry)

インポ ック

出現率 ％

1 平平5 44 10 10 平89 90.5

5 4 1 平 6平 69 年8.1

7 19 平9 1 平 51 100

8 6 平 ND ND 8 56.年

10 9 1 ND ND 10 0

同様 傾向 相 見

わ し し ン 発生 し い

思わ 体内 機 蓄積経路

詳細 考察 前述し う 調

査地点 増加 共 餌 い

サ や 等 し 食物連鎖 濃

縮 い 考え 必要 あ 思わ

底質 機 濃度合計 対17

ン 出現率

移植実験4

室内実験 や 直接注入TBT TPT

ン 誘 報告

5

い 実際 常 機 汚染

環境 生活 け 場合 形態的 影響 け

調査 移植 調査 行 結果

表 示5

実験 行 地点 実験 個体群

ン 出現率 ％ 機 汚染100

在し い 確認 非汚染地点

い 実験検体採 時 同時 採 し

い 形態調査 行 ン

出現率 ％ わ 発生 確認3.6

底質有機 濃度合計 ng g・ r

イ
ン

ポ
ッ

ク
出

現
率

％

本調査 行う 個体群 し 問題 い 断

し

間 形態調査 結果 ン 出現6

率 ％ 増加 確認9.4 RPL Index 12.4

生残率 ％ 良好 あ 次 う96

い 間 形態調査 行12

ン 出現率 共 実RPL Index

験開始時 増加し い 間 結6

果 減少し い 原因 し 間12

いう長期間 育 生残率 ％ 落64

し い 死亡個体中 ン 発生個体 多

く含 い い 考え し し い

し 調査結果 常

自然界 機 曝露 形態的

影響 け 確認

表 移植調査結果5

ン 状況 経 変化調査5

現在 機 化合物 し 化審法 規

制 行わ い 前述し 規制

本県 ン 状況 間 本調査実施5

期間中 う 変化し い 調

本県 機 汚染 動向 い 考察 行

インポ ック

出現率 ％

RPセ I点dｽx 生残率 ％

実験開始時

年.6 6.1

－

6週間後

1年.0 18.5 96

1平週間後

4.8 10.1 64

実験区個体群

100 平4.1

－

長崎県衛生公害研究所報 5 , 5 報文
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概況調査 い ン 出現率 ％50

超え 地点 表 採 し6 18

RPL形態調査 行い ン 出現率及び

い 解析しIndex

ン 出現率 い 表 示6

結果 地 表 う18

概況調査時 ン 出現率 低率18

成 度 形態調査時 出現率17

低 し 高率 あ 変化し い

い様子 わ ン 出現率 減

少値 概況調査時 ン 出現率

示 近似直線 右 い19

結果 述 傾向 わ

傾向 考察 し 示1 20

う 閾値 考え 用い 閾値

ン いう形態異常 発

ン 出現率 経 変化18

丸印 左半 色 概況調査時

右半 色 成 度 ン17

出現率 結果 表し い

91～100%81～90%

51～80%

0 %

●●

●●●●

●●

●● 1～50%インポ ック 出現率

表 形態調査結果 経 変化6

地 名

インポ ック 出現率 ％ RPセ I点dｽx

概況調査 成17 度 概況調査 成17 度

和町 60.0 平4.1 19.6 平0.6

琴海町 70.6 平9.平 19.1 年5.6

佐世保市 86.7 88.5 平平.4 7.6

新魚目町 58.年 平5.8 1平.年 平年.8

島町 (1) 100 10.0 5年.9 9.4

島町 (平) 100 91.7 平6.6 7.6

郷ノ浦町 94.4 100 17.0 19.年

美津島町 100 64.5 平5.6 7.年

県町 7年.年 年7.5 年6.5 7.7

勝本町 94.1 88.9 18.7 9.8

芦辺町 81.年 平5.8 年1.6 7.年

奈良尾町 100 90.6 平0.0 10.4

松浦市 100 100 58.9 平0.年

田 町 75.0 年6.4 15.5 69.6

戸市 8平.4 7平.4 15.8 年年.年

小佐々町 100 96.年 74.平 年9.年

小長 町 (1) 71.4 7.7 年平.年 5.5

小長 町 (平) 71.4 0.0 19.0 0.0

森山町 5平.4 15.6 11.6 年年.1

楽町 9年.年 56.5 8.5 8.0

母崎町 (1) 0.0 年.6 0.0 6.1

母崎町 (平) 0.0 0.0 0.0 0.0
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生 必要 環境中 機 濃度 あ

概況調査時 出現率 高率 地点 汚染

高濃度 あ 推測 浄化

形態変化 濃度 わ 閾値 回

結果 し 出現率 減少幅 く い

一方 概況調査時 低率 あ 地点 最初 汚

染 低濃度 あ 浄化 行 伴い 閾値

回 個体 数多く現 減少傾向 顕著

い 考え

ン 出現率 調査開始時値 減19

少値

ン 出現率 減少傾向 差異 対20

閾値 用い 考察

し し 概況調査時 ン 出現率

高率 あ 地点 い 機 浄化

い 出現率 変化 少

当然 いう 述 閾値

考察 成立 浄化 い いう

必要条件 く 浄化 い

確認 経 変化RPL Index

-

概況調査時のインポ ック 出現率 %

イ
ン

ポ
ッ

ク
出

現
率

の
減

少
値

%

有
機

濃
度

概況調査時

 成 度

閾値

高 率 低 率

い 見 い 表 うRPL Index 6

結果 概況調査時 地点RPL Index

成 度 減少値17 RPL Index

う 散 近似直線 右21

い 概況調査時 症度 高

わ 機 汚染度 高 推察

地点 成 度 ン 症状17

軽快傾向 強い わ 結果 機

汚染 激しい 思わ 地点 浄化

い 確認

調査開始時値 減少値21 RPL Index

ま と め

本調査結果 以 あ

長崎県 沿岸域 広範 わ ン

現象 機 汚染 確認

海水 機 濃度 ン 出現率

連性 認

体内 機 濃度 ン 出現

率 間 相 あ 確認

底質 機 濃度 ン 出現率 間

相 あ 確認

ン 出現率 経 変化 本調査開始

時 低率 あ 地点 減少 傾向 あ

高率 地点 あ 変化し い

指標 し ン 症度RPL Index

本調査開始時 症 あ 地点 減少幅 大

い傾向 あ

非汚染地域 開放系 機

曝露 形態的影響 ン 発症

け 確認

-

-

-

概況調査時のRPL In 重症度

R
P

L
 
I
n

 
の

減
少

値
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機 い 既 法規制 行わ い

本県 け ン 現象 出現率

調 減少し い 場所 あ 面 高い値

維持し い 地点 あ わ

策定 環境 ン1998 SPEED'98

戦略計 組 踏 え 環境 ン

対 応 環 境 省 2005 3

ExTEND2005(Enhanced Tack on Endocrine

し 中Disruption)

的 生生物 観察 行い 観察 事象

常 異常 断 必要 基

礎生物学的 知見 集 極 要 い

環境 ン し 曝露経路 作用形態

非常 複雑 あ 部 多い し し

う 環境 ン 作用し 発生し い

形態異常 いう現象 自然減衰し

いく 適宜 タ ン 行い確認し いく

要 考え
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用い 動物用医薬品 一斉分析法 検討 

   

西川 徹  馬場 強   村  正文 

 

Study of Simultaneous Analytical Method of Veterinary Drugs Using Liquid 

Chromatography/Tandem Mass Spectrometry 

Toru NISHIKAWA, Tsuyomi BABA, Masafumi MURAKAMI 

 

A simple method using liquid chromatography/tandem mass for simultaneous determination of veterinary drugs and 

their metabolites in livestock products and seafoods (bovine muscle, egg, milk and shrimp) was studied. Mass spectral 

acquisition was done by applying multiple reaction monitoring (MRM).  

The veterinary drug was extracted by acetonitrile-methanol (70:30, v/v), and the extracts defatted by n-hexane with 

saturated acetonitrile. The extracts were evaporated, dissolved with acetonitrile-water (10:90) for analysis by liquid 

chromatography / tandem mass. The veterinary drugs were separated by reversed-phase LC using Mightsil RP-18GP 

column and determined by electrospray ionization tandem mass spectrometry.  

The detection limits were range from 0.02 ng/g to 5.25 ng /g .The recoveries of veterinary drugs and their metabolites 

were almost 60 ~ 120 % from livestock products and seafood respectively.   

 

Key words: liquid chromatograghy/tandem mass, Simultaneous analytical method, Veterinary drugs,  

Livestock products, Seafoods 

ワ 高速液体 ン 質 分析 一斉分析法 動物用医薬品 畜産食品 水産物 

 

は じ め に                  

抗生物質や合成抗菌剤 寄生虫駆除薬 動物用

医薬品 畜水産動物 疾病予防及び治療 目的 し

使用 畜水産物 生産性 大 く寄 し い

し し 一方 動物用医薬品 食品中

残留 食品衛生法 強く危惧 現

種 動物用医薬品 残留基準値 設 そ

個別 分析法 示 い

制度 施行 成

示 暫定基準 最終案 い 種類 動物用

医薬品 い 暫定基準 提示 い そ

今 制度 対応す 高感

度 多成分同時分析法 可 あ  

分析法 感度 十分 多く

一斉分析 医薬品 数 限度 あ 近

用い 動物用医薬品 ン

法 い 報告 い

~

 

そ 今回 用い 簡易 高感度

ン 手法 動物用医薬品及びそ 代謝物 種類

い 検討し 報告す  

調 査 方 法 

 試料及び試薬 

 試料 

県内産 牛筋肉 乳 卵 用い  

 標準品及び標準原液 

動物用医薬品 い 表1 示す 厚生労

働省 実施し い 畜水産食品 残留 害物質

ン 検査 検査項目 い 動物用医薬

品 中心 合成抗菌剤 ン ン

ン コ

ン酸 ン ン

ン ン サ ン

サ ン系抗生物質 サ ン

サ ン サ ン 系抗生

物質 ン ン ン

系寄生虫駆除薬 ン -

ン ン 抗生物質

コ 分析対象 し  

各標準品 又

溶解し し 標準原液 し 各標準
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原液 水 希釈し 混合標準溶

液 調整し  

 試薬 

蒸留水 関東化学社 株

製 高速液体 用 サン 関東化学

株 社製 残留農薬用 倍濃縮品 用い  

そ 他 試薬 特級品 用い  

  

 分析装置及び条件 

 高速液体  

高速液体 島津製作所製 V

使用し 分析 関東化学 株 社製 y  

  × 粒子径 μ 用い

温度 ℃ し 移動相 Ａ液 % 酸溶液

液 用い 液 ％  → 液 % 

  → 液 %   ~  ン 分

析 行  

流速    試料注入 μ し  

 質 分析装置 

 y 社製 用い ン化

及び

ン化法 行

ン 電 ン源温度 ℃ 設定し

ン 電

ン源温度 ℃ 設定し  

化合物 条件 い 示し  

 

 分析方法 

試料 遠沈管 入 ‐

  及び無水硫酸 加え

ホ 行い 分間遠心分 し

清 分液 移し 遠心分 し 残留物

‐   加え 分間超

音波抽出 行い 分間遠心分 し

清 清 合わせ 和

サン 加え 分間振 うし ‐

層 コ 移し

減 濃縮し ℃ 残留物

‐水 加え 溶解し μ

過し 試験液 し  

 

Table1. Retention time and compound-specific ESI-MS/MS parameters. 

Compound 
RT 

(min) 

Precursor ion

(m/z) 

Product ion

(m/z) 

Declustering 

Potential(V) 

Collision 

Energy(V) 

5-hydroxythiabendazole (5-OH TBZ) 5.6 218.2 191.2 31 33 

tiabendazole (TBZ) 6.3 202.1 175.3 26 35 

trimethoprim (TMP) 6.6 291.2 230.3 26 31 

ormetoprim (OMP) 7.1 275.1 123.4 31 35 

oxytetracycline (OTC) 7.2 461.1 426.1 16 25 

tetracycline (TC) 7.6 445.1 410.1 11 25 

sulfamerazine (SMR) 7.8 265.1 92.3 21 39 

neospiramycin (nSPM) 8.2 699.3 174.4 21 47 

thiamphenicol (TP) 8.4 355.9 78.8 -61 -52 

sulfadimidine (SDD) 8.8 279.1 186.0 21 25 

spiramycin (SPM) 8.8 843.4 174.4 66 45 

chlortetracycline (CTC) 9.2 479.2 444.0 21 25 

pyrimethamine (PYR) 9.4 248.9 178.2 31 39 

sulfamonomethoxine (SMMX) 9.7 281.0 92.3 21 41 

oxolinic acid (OXA) 11.4 262.1 216.3 16 41 

chloramphenicol (CAP) 11.6 322.9 120.9 -60 -38 

sulfadimethoxine (SDMX) 12.2 311.1 156.3 26 29 

sulfaquinoxaline (SQX) 12.2 301.1 156.2 21 23 

flubendazole (FBZ) 13.6 314.1 282.3 26 33 

nicarbazin (NCZ) 18.1 300.9 136.9 -11 -40 
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記方法 調整 各 ン 溶液 各試

料 あ ､ ､ ､ 相当す 検査

対象物質 添加し 標準液 作成し 検 線

定 行  

同様 各試料 あ 検査対象物質

添加し 標準液 作成し 標準溶液 場合

ン化 比較す 記 試験法 得

試験液中 ッ 成分 ン化 及

す影響 い 調査し  

 添加回収試験 各試料 最終試験溶液濃度

う 添加し 行  =   

 

結 果 と 考 察 

 分析条件 検討 

 液体 条件 検討 

 動物用医薬品 種類 極性 異 幅広

い極性 対応 系 い 検討 行

東 株 社製    

× 粒子径 μ 関東化学 株 社製 y  

  × 粒子径 μ 検討し

サ ン系抗生物質や ン酸

  形状 悪く 分

y   方 良

y   選択し  

移動相 検討す 際 ン化 進 す目的

移動相 添加す 酸 酢酸 酸 ン 酢酸

ン 揮発性酸 塩 い 検討し そ

結果 % 酸溶液 用い

ン 分析 感度及び分 一番良好 あ 回

分析時間 分 し 機器 安定 せ Ａ液

割合 ％ し 分間安定化し  

 質 分析計 条件 検討 

 ン化 ＥＳＩ ン化

ン化 行い ン 電 や ン源

温度等 ン 感度 低い

サ ン系抗生物質や コ や

ン コ 感度 最大 う ン

ョン 最適 条件 定し

化合物 最適条件 い ン ュ ョン

ン 用い 法 定し  

コ や ン コ

ン ン化 方 高感度 あ

種 ン化 ン化 行う

し ン y   

分析対象化合物 し  

 前処理法 検討 

 動物用医薬品 一斉分析 い 通知法

抽出 い サ ン系抗生

物質 抽出 い いう報

告 い そ サ ン系抗生物質

抽出効率 目的 抽出溶媒

混液 用い 含 い 検討

し 割合 ％ す 全体的

良好 回収率 得  

抽出 和 サン 脱脂 行

い 濃縮し ‐水

ッ 行  本来 更 等

精製し 試料中 夾雑物 除く必要 あ 動物用医

薬品 そ 種類 物性 大 く異 種類

同時 精製す 困 あ 非

常 選択性 優 い いう 考慮し

精製 行わ 各動物用医薬品 検出感度 第

最終試験液 考慮す あ サン 中

ッ 成分 割合 出来 少 くす

最 ッ し  

分析 行 う際 試料 来 ッ

成分 ン化 進 抑制し 定 阻害す

知 い そ 本法 調製し ン

溶液 標準 添加し 時 ン強度 標準溶液

ン強度 い 比較し ッ ッ 成分

ン化 進 ン

ン 中心 サ 剤 除い 動物用医薬品 多く

ン化 抑制 一部 サン

 

そ 定 試験液中 ッ 影響 避

本法 調整 各 ン 溶液 各サン

あ ､ ､ ､ 相当す

動物用医薬品 添加し 作成し 検 線 定

行 す 動物用医薬品 相関 数 以

良好 検 線 得  

 検出 限値 

各サン ン 溶液 動物用医薬品 添加し

検出 限値 = 求 各サン

検出 限値 ～  あ サ

剤や ン

系寄生虫駆除薬 高感度 あ ン

コ や コ サ ン系抗生物

質 い 感度 やや低 し し

動物用医薬品 い 制度 一 基準

値 あ 以 濃度 検出す 可能 あ
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Table 2. The detection limits of veterinary drugs in each test solution. 

detection limit ( ng /g ) 
Compound 

bovine muscle milk egg Shrimp 

5-hydroxythiabendazole (5-OH TBZ) 0.04 0.05 0.05 0.04 

tiabendazole (TBZ) 0.06 0.05 0.05 0.05 

trimethoprim (TMP) 0.04 0.02 0.04 0.04 

ormetoprim (OMP) 0.06 0.07 0.07 0.08 

oxytetracycline (OTC) 0.42 0.50 0.60 1.1 

tetracycline (TC) 0.45 0.50 0.40 0.50 

sulfamerazine (SMR) 0.15 0.10 0.08 0.10 

neospiramycin (nSPM) 0.60 1.9 0.90 1.6 

thiamphenicol (TP) 4.8 5.3 5.3 4.6 

sulfadimidine (SDD) 0.15 0.20 0.15 0.20 

spiramycin (SPM) 0.60 1.8 0.60 2.3 

chlortetracycline (CTC) 1.1 0.90 1.8 3.7 

pyrimethamine (PYR) 0.10 0.07 0.08 0.07 

sulfamonomethoxine (SMMX) 0.70 0.60 0.60 0.60 

oxolinic acid (OXA) 0.40 0.30 0.40 0.90 

chloramphenicol (CAP) 1.9 2.0 1.6 2.1 

sulfadimethoxine (SDMX) 0.02 0.10 0.02 0.03 

sulfaquinoxaline (SQX) 0.12 0.08 0.06 0.05 

flubendazole (FBZ) 0.06 0.07 0.04 0.09 

nicarbazin (NCZ) 0.05 0.20 0.03 0.04 

 

 

 回収試験 

回収試験 結果 い 示す

 混合液 抽出溶媒 す

動物用医薬品 回収率 %以 良好 あ

変動 数 V い %以

あ 再現性 確認 抽出

い サ ン系抗生物質 卵以外 検体

良好 回収 一方 検体 回収率 中央値

サ ン系 種類 約 %～ %

ン % あ 以外 種類

い %～ % あ 卵 サ ン

系抗生物質 回収 い 抽出溶媒 検討 若しく

サ ン系抗生物質 個別分析法 考え 必

要 あ  

本法 無水硫酸 水溶性夾雑物 除い

 混合液 回抽出し

い 精製 サン 脱脂 行 う いう非

常 ン 方法 あ ン

や ン コ 一部 サン

確認 定 阻害す う

妨害  

 

ま と め 

合成抗菌剤や抗生物質及び寄生虫駆除薬等 動物

用医薬品 種類 い 牛肉 乳 卵 用い

簡易 迅速 一斉分析法 検討し

混合液 抽出溶媒 し 使用す

一部 サン 除い 回収率 ％以

良好 結果 あ サ ン系抗生物

質や ン 通知法 一斉分析 対象

い い動物用医薬品 い 一部 サン

除い 適応可能 あ 本試験法 検出 限値

～  あ 成 施行

制度 一 基準値 あ 0.01ppm 以

濃度 検出す 可能 あ  

以 今回検討し 本試験法 畜水産食品中

含 動物用医薬品 ン 法 し 用

あ 考え
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Table 3. The recoveries of veterinary drugs from bovine muscle, egg, milk and shrimp. 

Recovery (%) 

Compound bovine 

muscle

CV 

(%)
milk 

CV 

(%)
egg 

CV 

(%) 
shrimp

CV 

(%)

5-hydroxythiabendazole (5-OH TBZ) 71.8 19.1 73.7 29.4 88.7 5.7 60.2 25.7

tiabendazole (TBZ) 89.7 6.7 84.0 3.1 85.7 10.0 90.7 4.1

trimethoprim (TMP) 86.8 4.6 88.5 3.7 86.2 3.9 89.5 4.8

ormetoprim (OMP) 85.7 8.3 89.7 1.8 93.0 1.9 87.2 9.0

oxytetracycline (OTC) 69.2 10.9 70.2 12.6 27.4 3.2 58.4 14.4

tetracycline (TC) 81.2 2.3 85.3 6.5 21.1 4.7 78.5 5.1

sulfamerazine (SMR) 88.2 2.7 86.2 1.2 96.0 3.4 88.8 2.3

teospiramycin (nSPM) 96.2 5.2 109.7 16.4 117.8 5.5 65.0 6.7

thiamphenicol (TP) 97.8 4.9 92.5 10.8 99.3 4.5 91.3 14.9

sulfadimidine (SDD) 87.8 3.3 91.2 5.8 96.2 4.7 89.7 1.7

spiramycin (SPM) 104.5 4.3 104.5 23.2 118.8 6.0 63.2 6.0

chlortetracycline (CTC) 56.5 24.7 78.0 1.1 14.2 9.3 70.2 5.3

pyrimethamine (PYR) 84.8 7.1 89.0 2.0 87.0 5.7 89.2 3.7

sulfamonomethoxine (SMMX) 88.5 4.3 86.8 6.3 94.3 0.8 89.7 0.6

oxolinic acid (OXA) 82.8 4.0 89.2 10.0 54.2 4.4 129.0 5.2

chloramphenicol (CAP) 97.3 6.5 96.7 7.3 92.7 9.4 104.2 7.0

sulfadimethoxine (SDMX) 85.3 3.0 85.0 4.6 96.2 1.8 91.0 0.5

sulfaquinoxaline (SQX) 86.5 1.2 86.3 4.3 94.3 2.7 89.5 2.0

flubendazole (FBZ) 152.5 1.5 139.2 12.5 174.0 0.3 155.7 5.5

nicarbazin (NCZ) 86.2 3.5 94.2 2.0 84.5 6.6 101.2 10.6

 

参 考 文 献 

 中尾朱美 畜水産食品中 残留動

物用医薬品及び合成抗菌剤 迅速一斉分析 福岡

市保健環境研究所報 9 ～  

 山 良 他 用い 筋肉中 残留

動物医薬品 多成分同時分析 生活衛生 9

～  

    Y  y   y   

y   y y   

y    y   

   9 ～  

4  厚生労働省医薬食品局食品安全部長通知 食品

残留す 農薬 料添加物又 動物用医薬品 成

分 あ 物質 試験法 い 成17 1 24

日 食安発第 0124001 (2005) 

 中尾朱美 畑 和宏 畜水産食品 

中 残留動物用医薬品及び合成抗菌剤 迅速一

斉分析 Ⅱ 福岡市保健環境研究所報 ～
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用い 痩身及び強壮用医薬品 一斉分析法 検討 

   

西川 徹  馬場 強   村  正文 

 

Study of Simultaneous Analytical Method of Drugs Using for Slimming and Tonic by 

Liquid Chromatography / Tandem Mass Spectrometry 

Toru NISHIKAWA, Tsuyomi BABA, Masafumi MURAKAMI 

 

A simple method using liquid chromatography/tandem mass spectrometry for simultaneous determination of 8 drugs  

using for slimming and tonic in health foods was studied. Mass spectral acquisition was done by applying multiple 

reaction monitoring (MRM).  

The slimming and tonic drugs were extracted by acetonitrile-methanol (50:50, v/v) using ultrasound, and the extracts 

were clarified for centrifugation. The supernatant was analyzed by liquid chromatography tandem mass spectrometry. 

The slimming and tonic drugs were separated by reversed-phase LC using Super ODS column and determined by 

electrospray ionization tandem mass spectrometry.  

The recoveries of 8 drugs spiked to commercially available health foods using for slimming and tonic were more than 

90 %, and each coefficient of variation was less than 10 %, respectively.  

We investigated commercially 10 health foods by this analytical method, no drugs was detected in any samples. 

 

Key words: liquid chromatography / tandem mass spectrometry (LC/MS/MS), Simultaneous analytical method, 

Health food, Slimming drugs, Tonic drugs 

ワ 高速液体 ン 質量分析 一斉分析法 健康食品 痩身用医薬品 強壮用医薬品 

 

は じ め に                  

近 健康 健康志向 高 国民 健

康 対 関心 高く い 健康食品

手軽 購入 店頭販売 け く 新聞や

ン ッ 等 通信販売 広く流

通 い  

健康食品 国 安全性や 効性等 設定 規格

基準 満 食品 あ 保健機能食品 一般的

普通 食品 健康 良い 称 い いわゆ 健

康食品 あ 痩身及び強壮効果 標榜 いわ

ゆ 健康食品 医薬品成分 混入 い

報告 医薬品成分 副作用 重大

健康被害 問題 い 特 中国製 ッ

用健康食品 健康被害事例 死者 人 含

約 健康被害 報告 い 成

発生 天天素 いう健康食品 医薬品

ン ン 含 天天素 服

用 都道府県 死亡 人 含 人以 健

康被害 生 例 報告 い  

一方 滋養強壮効果 目的 健康食品 医

薬品及び医薬品類似物質 混入 い ン

最近増加 成 け 件 事例 報

告 い 重大 健康被害 発生 い

い 後 注意 必要 あ  

 いわゆ 健康食品 混入 医薬品等

健康被害 対応 代表的 痩身用医薬品

種及び強壮用医薬品 種 い 用い

簡易 高感度 高選択性 あ 分析法 検討 行

報告  

 

調 査 方 法 

 試料及び試薬 

 試料 

長崎県内 流通 い 痩身用医薬品 検体及び

強壮用医薬品 検体 用い  

 

 標準品及び標準原液 

痩身用医薬品 ン ン ン
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ン ソ ン ン 強壮用医薬品

ン

検査対象物質 強壮用医薬品

種 い 国立医薬品食品衛生研究所 分与

い い 各標準品 溶解

標準原液 各標準原液 セ

水 希釈 混合標準溶液 調整

 

 試薬 

蒸留水 セ 関東化学社 株

製 高速液体 用 用い  

  

 分析装置及び条件 

 高速液体  

高速液体 島津製作所製 V

使用 分析 東ソ 株 社製  

  × 粒子径 μ 用い

 

温度 室温 移動相 Ａ液 % 酸溶液

液 セ ン 分析 以 条件

行 流速  試料注入量   μ

 

 

Time (min) A 液(%) B 液(%) 

0 90 10 

3 90 10 

10 30 70 

15 30 70 

15.1 90 10 

20 90 10 

 

 

 質量分析装置 

 y 社製 用い ン化

ン化法

行 ン 電圧 ン源温

度 ℃ 設定  

各医薬品 条件 い 示  

 

 分析方法 

錠剤及び散剤 い 乳鉢 粉

セ 剤 い 中身 採取

セ 加え 超音波

分間抽出 分間遠心分離

後 清 セ ッ

μ 過 試験液  

回収試験 各医薬品 μ 健康

食品 添加 溶媒 窒素 留去

記方法 行  

定量 各医薬品 μ  濃度

検量線 作成 絶対検量線法 行  

 

結 果 と 考 察 

 分析条件 検討 

 液体 条件 検討 

い 幅広い極性 対応 系

あ 東ソ 株社製    

× 粒子径 μ 用い % 酸 セ

系 ン 分析 形状 良好

あ 回 分析時間 分 機器 安定

せ 分間安定化  

 質量分析計 条件 検討 

 ン化 ＥＳＩ ン化 行い

ン 電圧や ン源温度等 ンソ

 

Table1. Retenｔion time and compound-specific ESI-MS/MS parameters. 

Compound 
RT 

(min) 

Precursor ion

(m/z) 

Product ion

(m/z) 

Declustering 

Potential(V) 

Collision 

Energy(V) 

vardenafil 8.4 489.3 72.4 66 63 

hongdenafil 8.5 467.3 111.1 31 43 

mazindol 8.6 285.1 242 11 29 

fenfluramine 8.6 232.2 159 26 33 

sildenafil 8.9 475.0 58.1 46 63 

tadarafil 9.9 390.1 268.1 26 19 

sibutramine 10.3 280.3 125.1 21 21 

N-nitrosofenfluramine 11.7 261.2 159.0 21 27 
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比較的感度 低い や  

ン 感度 最大 う ン

ョン 最適 条件 定

化合物 最適条件 い ン ュ ョン

ン 用い 法 定 化合物

条件 示  

条件 得 痩身用医薬品

強壮用医薬品 示  

各医薬品 μ  濃度 検量線

作成 べ 相関係数 以 良好

検量線 得  

条件 各医薬品 検出 限値 = 及び定量

限値 = あ 検出 限値

以 高感度 あ  

 

Table2 Detection limit and Quantitation limit of drugs. 

Drugs 
Detection 

Limit(ng/g) 

Quantitation 

limit (ng/g) 

vardenafil 1.5 5.0 

hongdenafil 2.0 6.7 

mazindol 0.2 0.7 

fenfluramine 0.02 0.07 

sildenafil 0.05 0.17 

tadarafil 0.4 1.4 

sibutramine 0.06 0.2 

N-nitrosofenfluramine 0.15 0.50 

 

 前処理法 検討 

痩身及び強壮用 各医薬品 分析 い 通知法

セ 水 溶液 抽出

溶液 抽出 % 酸‐ セ 溶液

抽出 % ン 水混和後 酢酸 抽出 他

% ン酸‐ 溶液 抽出 報

告 い

~

各医薬品 抽出法 大 く異

い 各医薬品 時 抽出

水 セ 溶液又 種類若

く 種類 混合液 各医薬品 抽出状況 検討

セ ‐ 各医薬品

良好 回収 得 抽出溶媒 セ ‐

 

 法 精製 省略 い 試料

ッ い ッ 成分 ン

化 及 影響 絶対

検量線法 定量 行  

 

 回収試験 

各医薬品 μ 健康食品 添加 回

収試験 行 法 け 各医薬品 回収

率 ～ % あ 変動係数 % 満 良好 あ

 

 

   Table3 The recoveries of 8 drugs from health foods. 

Drugs 
Recovery 

(%) 

CV 

(%) 

vardenafil 96.0 4.0 

hongdenafil 99.9 9.4 

mazindol 90.1 3.3 

fenfluramine 108.0 2.7 

sildenafil 96.6 2.6 

tadarafil 115.9 2.4 

sibutramine 102.4 2.8 

N-nitrosofenfluramine 102.6 2.8 

 

4 市販 健康食品調査 

 県内 流通 い 痩身用健康食品 検体及び強壮

用健康食品 検体 い 法 用い 検査

回検討 医薬品 含 い  

 妨害  

 

ま と め 

 回 用い いわゆ 健康食品 混入

あ 痩身及び強壮用医薬品 種類 一

斉分析法 検討  

 前処理法 セ ‐ 混

合液 抽出 遠心分離後 清 測

定 測定条件 採用 移動

相 % 酸‐ セ 系 用い ン

分析 行   

用い  

 法 検出 限値 = ～  定量

限値 = ～  高感度 あ 添加回

収率 %～ % 良好 あ ッ 成分

ン化 及 影響  

 以 回検討 分析法 簡易 高感度 あ

健康食品中 痩身及び強壮用医薬品 分析法

用 あ 考え  
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Fig1: Full scan mass spectra and product ion spectra of slimming drugs. 
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Fig2: Full scan mass spectra and product ion spectra of tonic drugs. 
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グTP 法 用い 循環式浴槽水 清浄度評価 

 

栗利紹 山崎省吾 原 健志 山口 雄

※1

中暢子

※1

藤山恵津子

※1

入江賢治

※1

 

大串潤一郎

※1

寺崎敬

※1

入江 

※1

佐々 恵美

※1

益 宣弘 村 文 

 

        シ止普ie事ic ジ事モミecャi二事 二フ ャ景e テ景iメ八ミ二二八 天バャ景モ b止 Uモi事普 

グTP 天i二八u公i事eモce事ce ゼeャ景二d 

 

T二モ景iャモu普u TグGURジ S景二普二 トグゼグSグズジ ズe事モ景i シグRグ グki二 トグゼグGU太シジ

※1

 

N二buk二 TグNグズグ

※1

Eャモuk二 FUスジトグゼグ

※1

ズe事ji ジRジE

※1

スu事ic景iメ二 OGUSシジ

※1

 

ズeiャバ TERグSグズジ

※1

Fuャ二モ景i ジRジE

※1

E公i SグSグNO

※1

N二bu景iメ二 ゼグSUDグ 

 バ事d ゼバモバフu公i ゼURグズグゼジ 

 

F二メ ャ景e セe普i二事e八八バ c二事ャメ二八ん ャ景e グTP bi二八u公i事eモce事ce 公eャ景二d uモed バモ バ bi二八二普icバ八 モcメee事i事普 

ャeモャ 二フ ャ景e w景iメ八ミ二二八 bバャ景モ i事 Nバ普バモバki ミメeフecャuメe wバモ i事veモャi普バャedｄ T景e ミメ二viモi二事バ八 

ャ景メeモ景二八d vバ八ueん w景ic景 wバモ フixed フメ二公 公eバ事難平SD 二フ ャ景e グTP bi二八u公i事eモce事ce vバ八ue ｓ Re八バャive 

セi普景ャ U事iャ (RセU) バ公二事普 モバ公ミ八eモ u事deメ ャ景e 公i事i公u公 RセU モバ公ミ八e wiャ景 bバcャeメiバ八 c二事ャバ公i事バ事ャん 

c二u八d c八eバメ八止 divide 八二w-c二事ャバ公i事バ事ャ wバャeメ i事ャ二 ャ景e 景i普景-メiモk bバャ景モん w景ic景 wバモ 

c二事ャバ公i事バャed wiャ景 セe普i二事e八八バ モミミｄ バ事dｅ二メ 事バked バ公二ebバん バャ ィｄ0ｍ 八二普RセUｅ公八 (Pカ0ｄ01)ｄ T景iモ 

vバ八ue wバモ ャ景eメeフ二メe モ景二wed ャ二 be ャ景e uャi八iャ止 バモ ャ景e バd公i事iモャメバャive モャバ事dバメd 二フ ャ景e w景iメ八ミ二二八 

bバャ景モ wiャ景 モi公u八ャバ事e二uモ八止 ャeモャi事普 二フ フメee バvバi八バb八e c景八二メi事e c二事ce事ャメバャi二事ｄ 

 

ズe止 w二メdモ セe普i二事e八八バ モミミ ｄ( ネ 属菌) w景iメ八ミ二二八 bバャ景モ 循環浴槽水 グTP 

bi二八u公i事eモce事ce 公eャ景二d グTP 生物発光法 Re八バャive セi普景ャ U事iャ 相対発光  

 

 

ネ 症 近 集団感染 故

1ん平)

世間 注目 浴び こ 日本人 好

温泉 歴 文化 び観光 い 背 複

雑 絡 合 社会 大 響 及 い

浴用施設 ネ 汚染 主 循環式浴

槽 い 要 意味 持 こ 知

年んィ)

 大畑 実験用 設置 循環式浴槽

い 健康人 入浴 ネ 属菌

自然発生 こ 実証

イ)

 こ こ

く入浴者 経 外部環境 持

込 ネ 属菌 浴槽内 循環さ う

増幅 汚染源 こ 示唆

こ う 施設 適 管理 さ い限

常時 ネ 汚染 危険 うこ 意

味 い  

 衆浴場施設 衛生管理 い 保健所

環境衛生監視員 法 各自治体 条例  

く指 行わ い 衆浴場 け 衛

生管理要領

ｌ)

浴槽水 消毒 準

塩素濃度 記さ 測定 日常的

衛生管理手段 一 い 塩素系薬剤

消毒 強い殺菌作用 面 泉質 ミシ

び入浴者数 様々 阻害要因 関係 測

定濃度 必 効果 直結 いこ 予想さ

例え 最 汎用さ 次亜塩素酸

泉質 持 高い ミシ 多数 入浴者

溶出 有機物 応 阻害さ 効果

維持 いこ 考え  

 最近 グTP 生物発光法 以 グTP 法 衛生管

理 対 有用性 食品製 多数報告さ

ｍ ｎ)

国 い 広く利用さ い

エ 10)

 

こ 方法 ン 発光

応 食品残渣 細菌 持 グTP 感知さ
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数値化 施設 作業従 者 対 清浄度

指標 衛生管理 利用 いう あ

本方法 水試験法解説編 養 い検

出法 一 紹 さ

11)

水 衛生管

理 対 応用例 報告さ い

1平 1年)

 

 グTP 微生物汚染 指標 考え

こ 汚染防 直接使用さ 塩素 間

関連 あ あ 著者 浴槽水内 グTP

濃度 微生物汚染 び 塩素濃度 関係

解 迅 簡便 浴槽水 消毒効果

微生物学的 確 こ 塩素剤 適 使

用 考え 本 究 目的 浴槽水

対 衛生管理手段 グTP 法 有用性

証 こ あ  

 

方    法 

1ｄ 泉質 び検体数 

  長崎県内 衆浴場 び旅館 年ｎ 施設

採取 ｍ年 検体 非温泉水 年エ 検体 温泉水 年ィ

検体 試験 供 温泉水 内訳 単純温

泉 ｎ検体 チ 泉 平検体 炭酸水素塩泉 ｎ検

体 塩化物泉 1年検体 び含鉄塩化物塩泉 年検体

あ  

平ｄ 理化学検査 

 採水時 水温 ミシ び チ P  

ン ン

NんN-dieャ景止八-P-ミ景e事i八e事ediバ公i事e DPD 用い

比色法 塩素濃度 測定  

年ｄ 微生物検査 

(1) ネ 属菌検査 

 ネ 属菌数 測定方法 新版 ネ

症防 指針

1ィ)

準拠 即 検水イ00公八 平イ％

チ 硫酸 1公八 入 滅菌 ビン

ワン 採取 冷蔵 搬 直 ィｍ公公 孔

0ｄィイ 公 ン ン タ グDVグNTE太

グ0ィイシ0ィｍグ 吸引 過 滅菌蒸留水 イ公セ

浮 さ タ 粉 イ0℃ 平0 間

加温 清 0ｄ1公八 GVP太 地 日本ビ

ュ 接種 年イ℃ 数日間好気 養

ネ 属菌 疑うコ 検出さ 場合

血清型 試験 び P太R 試験 用い 同定

最終的 10 日間 養 発育

検出限界以 定  

(平) 検査 

 検査 新版 ネ 症防 指針

1イ)

準拠 簡潔 記 供試大腸菌株 国立

感染症 究所 さ Dシ1 株 用い 保存

地 ッ 卵 地 ッ 通寒

地 移植 年イ℃ ィｎ 時間 養 滅菌蒸

留水 用い OｄDｄｓ年ｄ0～イｄ0 程度 濃厚懸濁液

調製 ｌ0℃ 1 時間加温処理 急冷 本懸

濁液 菌 約 10

エ

太FUｅ公セ あ 滅菌蒸留水

用い 10 倍希釈 再懸濁液 0ｄイ公八 1ｄイ不寒

板 天バcャ二 グ普バメ 天天セ) 表面 均一 塗

充 乾燥さ 大腸菌塗 寒 板 地

以 地  

 検水 イ0公八 滅菌遠心 ビン 岩城硝子 採

取 常温 究所 搬送 検水 1公八

地 均一 塗 共 残

年000メミ公 イ 間遠心濃縮 残渣

地 接種 表面 乾燥さ 年0℃

孵卵器 移 平週間 来

観察 観察 肉眼 び倒立型顕微鏡

毎日実施 確 光学顕

微鏡 形態学的 同定  

(年) 一般生菌数 検査 

 水試験法

1ｌ)

準拠 即 適 希釈

検水 1 滅菌 岩城硝子 挿入

予 1平1℃ 1イ 間高温加熱滅菌 イ0℃ 保

温 標準寒 地 栄 化学 1イ公八 加え 充

混釈 静置固化 同 地 イ公八 層

板 固 年ｍ℃ ィｎ 時間 養 計数対

象集落 板 1 枚あ 年0～年00太FU 太二八二事止 

F二メ公i事普 U事iャ 形 さ 板 い 計数  

ィｄ 相対発光 測定 

 グTP 検出装置 び自動 注器 グF 100

び DF 10(東亜電波工業) 用い 測定方法 羽毛

1ｍ)

方法 準拠 即 ネ 検査用

採取 浴槽水 0ｄ1公八 く攪拌 口

1年公公 測定容器(グF 平S1 東亜電波工業) 接種

グF 100 ッ DF 10 微生物抽出

試薬 0ｄ1公八(グF-平ズ1 東亜電波工業) 発光試薬

0ｄ1公八(グF-平セ1 東亜電波工業) 自動注入 得

発光 相対発光 (Re八バャive セi普景ャ U事iャ

RセU) 得 RセU 1公八 あ 対数値

八二普RセUｅ公八 表記  

イｄ タ 解析 

(1) グTP 濃度 微生物数 相関 

 グTP 濃度 大腸菌数 相関 知

微生物定 適用 可能性 あ グTP
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濃度 微生物数 関係 評価 RセU

ネ 属菌数 び一般生菌数 相関  

(平) 塩素濃度 グTP 濃度 相互関係

く微生物汚染 評価 

塩素濃度 グTP 濃度 相関 ネ

属菌数 一般生菌数 タ 追加 解析  



長崎県衛生公害研究所報 ， 2005  報文 

 32

      

 y  

℃

 

 

 

 

 

 

 

P

 >

 >

 >

 

 >

 >

 < >

 >

>

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｎａ >

Ｎａ >

Ｎａ >

>

>

>

>

>

>

>

>

y >

y

y >

y

y

y >

y

y

  < >

  

  P

  < >

  

  
P

  >

  >

  

  >

  >

  >

  >

  

  <

  

  >

  < >

  

  >

  < >

  

  < >

  >

  >

  < >

  >

  >

  >

  < >

  >

  < >

  < >

  

  >

  

  >

  < >

  
>

     P y   

 



長崎県衛生公害研究所報 ， 2005  報文 

 33

Fig.1 Correlation between Viable counts of

Legionella spp. and Relative Light Unit (RLU)

y = 0.7565x - 1.3811
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Fig.2 Correlation between Standard Plate

Count (SPC) and Relative Light Unit (RLU)

y = 1.0794x - 1.8427
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同 手法 塩素濃度 水温 びｐシ

関係 評価  

 

結     果 

1ｄ 理化学検査結果 

 水温 び ミシ 範 均±標準偏差

1ｌｄイ～ィィｄ年℃ 年エｄｍ±ィｄｌ℃ びｌｄ平～エｄ0

ｍｄｍ平±0ｄｍ平 あ 測定 浴槽水 ィ年％

0ｄ平～1ｄ0 普ｅ公八 範 い 年0％

1ｄ0 普ｅ公八 越え 平ｌ％ 0ｄ平 普ｅ公八

回 い Tバb八e1 含鉄塩化物泉 年検体 高

濃度塩素 添加 い 関わ 塩素濃

度 計測  

平ｄ 微生物検査結果 

  Tバb八e1 微生物検査 結果 示 ネ

属菌 10～ィｄイ0×10

イ 

太FUｅ100公八 範 1ｌ不

検体 陽性 示 含鉄塩化物泉 塩化物

炭酸水素塩泉 い ネ 属菌 陽性率

高い傾向 裸 1～イ PFU P八バムue 

F二メ公i事普 U事iャ ｅイ0公八 範 11不 検体 陽性

示 ネ 属菌 宿主 報告さ

い 属 同定 ネ 属 ネ

属 び ッ 属 あ

一般生菌数 平年％ 検体 年0 太FUｅ公八 以 計測

最大値 平ｄ年イ×10

イ

太FUｅ公八 示 全般的

0ｄ平 普ｅ公八 回 塩素濃度 維持 い 施

設 各種微生物 検出さ い傾向 あ  

年ｄ 相対発光 測定 

 RセU 対数値 平ｄ0ｎ～ｌｄ1ｍ 範 均±標準

偏差 ィｄ年1±0ｄｍ年 八二普RセUｅ公八 示 Tバb八e1

塩化物泉 1検体 非温泉水 1検体 検出さ

 

ィｄ グTP 濃度 微生物 相関 

グTP 濃度 ネ 属菌数 び一般生菌数

相関 Fi普ｄ1 び Fi普ｄ平 示

各々 相関係数 R

平

＝0ｄ1ｌｍイ び

R

平

＝0ｄ年年ィイ 両者 相関  

イｄ 残留塩素濃度 グTP 濃度 水温 び ミシ

相関 く微生物汚染 評価 

Fi普ｄ年-1 塩素濃度 グTP 濃度 相関

示 本 ネ 属菌 裸

検出さ 検体 区 陽性検体

△ 示 グ 塩素濃度 維持さ い

関わ ネ 属菌 高濃度 検出さ

検体 あ 陽性検体 高濃度 RセU 側 偏在

傾向 あ  

Fi普ｄ年-平 Fi普ｄ年-1 同 く 塩素濃度 グTP

濃度 相関 あ 一般細菌数 計測さ

検体 ○ 区 あ 太 こ

中 最 RセU 示 検体 あ 検体(太)

回 検体群 用い 均 標準偏差 公eバ事±

平SD Sャバ事dバメd Deviバャi二事 計算 年ｄ年ｌ±

0ｄｍ 八二普RセUｅ公八 あ 限値 ィｄ0ｍ 八二普RセUｅ公八

管理 準値 設定 管理 準値

ネ 属菌 検出さ 検体 最 RセU (ィｄ0ｌ 

八二普RセUｅ公八) 一致 こ 境界 値

高い検体群 い検体群 RセU 対

ャ検定 実施 こ 両者 間 有意

差 (Pカ0ｄ01) Fi普ｄィ Fi普ｄイ

塩素濃度 ミシ び水温 相関

示 両者 Fi普年-1ん平 う 汚染検体

偏在  



長崎県衛生公害研究所報 ， 2005  報文 

 34

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考     察 

生物発光法 生体 保持 グTP

ン 応さ 発光 測定

こ 試料中 グTP 定 方法

あ

ｍ 10

検査時間 数 携帯用 測定器 開

発さ い こ 食品工場 衛生管理

応用さ い 本来生物 持 グTP 生物

種 固有 コン 細菌 限

定 可能 あ 様々 応用 さ

1平ん1ｍん1ｎ)

環境 生息 微生物 多種多様 あ

VN太

1エ)

状態 微生物 こ 考慮

グTP 濃度 微生物数 関係 検 線 引く

非常 困 あ さ

10ん1平)

 

回 試験 い グTP 濃度 ネ 属

菌数 び一般生菌数 間 相関

Fi普ｄ1 Fi普ｄ平 塩素濃度

グTP 相関 微生物数 タ 追加

ネ 属菌 裸 び一般生菌数

検出 検体 局在 こ

(Fi普ｄ年-1ん年-平) 塩素濃度

0ｄ平 普ｅ公八 区 さ RセU 微生物汚染

い浴槽水 均 RセU難平SD (ィｄ0ｍ 八二普RセUｅ公八)

境界線 区 さ 者 い グTP 法

大腸菌 黄色 菌 対 検出 限

10

年

太FUｅ公八 あ こ

1ｍん1ｎ)

回 調査 保

健所 前通 実施 予 清

掃 い 施設 多 こ こ 値 調

査施設 け 最 清浄 浴槽水 限 表

考え 本 準値 高 置 検

体群 け ャ検定 結果 清浄度

Fig.4 Correlation between Free Available

Chlorine Concentration (FAC) and pH

△ show the positived samples in Legionella

spp. and/or naked amoeba.
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Fig.5 Correlation between Free Available

Chlorine Concentration (FAC) and

Temperature

△
 show the positived samples in Legionella spp. and/or

naked amoeba.
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Fig.3-2 Co rre lation be twe en Free  Available

Chlorine  Concentratio n (FAC)  and Re lative

Light Unit (RLU)

○
 show the positived samples in Standard Plate Count

(SPC).
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Fig.3-1 Corre lation be tween Fre e  Available
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△
 show the positived samples in Legionella spp. and/or
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境界線 有効性 支持さ  

Fi普ｄ年-1 示 う 条例等

平0)

規定さ

い 塩素濃度 準値 有効性(0ｄ平～

1ｄ0 普ｅ公八) 確 さ 検体 グ う

0ｄｌ 普ｅ公八 あ わ ネ 属菌

高濃度 検出さ 例 本浴槽水

RセU ｌｄ1ｍ 八二普RセUｅ公八 非常 高い値 示

グTP 濃度 測定 い 改善措置

対応 可能 あ 考え こ 原因

浴槽水 取 巻く施設環境汚染 関係 疑わ

細 あ 一方 検体 天

う グTP濃度 ィｄ0イ 八二普RセUｅ公八 比較的 い値

あ わ 一般生菌数 び ネ

属菌 検出 例 あ 当 浴槽水 泉質

含鉄 Ⅱ価 塩化物塩泉 還元 阻害

原因 考え こ 細

解  

塩素濃度 ミシ び水温 相関

(Fi普ｄィんイ) い ネ 属菌 各々 検出

範 全般 わ 検出さ 衛生管理 指標

適 い 考え  

こ こ グTP 濃度 塩素濃度

共 浴槽水清浄度 管理指標 有効 あ

こ 示唆さ  

塩 素 濃 度 グTP 相 関

(Fi普ｄ年-1ん年-平) い ネ 属菌 一

般生菌数 方 比較的 濃度 検出さ こ

清浄度 準 いう点 関 前者

者 求 数値 方 適 あ 考え 実

施数 増 こ さ 的確 数値 設定

予想さ こ 一方 グTP 濃度

微生物数 相関 こ

汚染度 いう観点 見 グTP 法 け 浴槽水

評価 こ 問題 残 定 性 向

さ さ 検討 期 さ  

現在 衆浴場等 い 浴槽水 清浄度 測

有効 指標 塩素濃度測定以外 く 生

物学的 評価 検査機関 試験

い 近 ネ 症 件発生 契機

1ん平)

条例 く 衆浴場等へ 管理指 厳

く 衛生管理 徹底さ

ｌん平0)

 ネ

自然発生 考慮 当 施設

ネ 完全 払拭さ 言え

い 実際 本 究 中 実施 ン

タ未掲載 100％ 施設 塩素剤

利用 条例 遵 い 関わ 平ｌ％

検体 ネ 属菌陽性 示 こ う

矛盾点 考え 日常的 実施 塩素効力

確 手段あ い 生物学的汚染評価 手段

いこ 浴槽水管理 い 大 悪 響

い う 思え い  

グTP 法 利用 清浄度 いう指標 食品衛生

盛 利用さ い

エん10)

手指 器具

衛生 関 様々 サン 対 予

清浄時 RセU 測定 こ 管

理 準値 設定 作業工程 中 頻繁 RセU

測定 準値 逸脱 場合 汚染

手洗い 消毒 励行 こ 故発生 未然

防 こ 様々 実用例 報告さ

清浄度検査法 シグ太太P(シバ正バメd グ事バ八止モiモ バ事d 

太メiャicバ八 太二事ャメ二八 P二i事ャ)実践 必需品

高い 知 得 い

10)

ネ 問題 い

一定 準値あ い 準目標値 設定

管理 映さ シグ太太P 方式 有効 あ こ

白 あ グTP 法 こ 方式 入 一手段

う 考え  
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1 国立感染症 究所 平00年 ネ 症 病原

微生物検出情報 平ィ 平エ 年平  
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メバミid グTP-bi二八u公i事eモce事ce ャec景事iムue c二公bi事ed 

wiャ景 ャ景e ャiモモue フ八uid c二事ャバ公i事バャi二事 ャeモャ バ事d バ 

c二事ve事ャi二事バ八 公icメ二bi二八二普icバ八 公eャ景二dん  
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利用 食品 開発 年1 平平 平イ  

10 本間茂 平00平 グTP 法 清浄度 迅 検

査技術 知 活用段階 入 グTP ふ 取

検査 食品 開発 年ｍ 1ｌ 1ｎ  
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Measurement of Air Pollution by Monitoring Stations in 2005 

      

 Atsuko MORI, Takeshi YOKOSE, Makoto YATSUNAMI  
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  は じ め に 

本県 大気汚染防止法 基 1970 度

自動測定機 大気汚染 常時観測を開

始し い 大型火力発電所 立地等

伴い 次観測体制を充実し今日 至 い

表 1 主 経緯を示し  

2005 度 大気汚染常時監視測定局 一般

環境大気測定局 一般環境局 45局 自

動車排出 ス測定局 自排局  5局 煙

源観測局 7局 気象局 局 計58局 あ こ

うち県 管理す 測定局 14局 長崎市7局

内自排局3局 世保市7局 内自排局2局

九 電力 電源開発 管理す 局 計23局

あ 本報 2005 度 測定結果 い

報告す  

 

  

                 表  長崎県大気汚染テレ ー システ 主 経緯 

西暦 度 内容 

1970 

197年 

1976 

 

1979 

 

 

1981 

 

1987 

 

1989 

1990 

1991 

199年 

 

 

1996 

～1997 

1997 

1998 

平00年 

平004 

自動測定機 大気汚染 常時観測を開始 

九 電力相浦発電所 号機発電開始 年7.5万KW  

九 電力相浦発電所 号機発電開始 50万KW  

世保市大気汚染監視網 テレ ー さ  

長崎県 長崎市大気汚染監視網 テレ ー さ  

九 電力相浦発電所 世保市 俵ヶ浦 局他 局 大気常時監視開始 

電源開発松島火力発電所周辺局11局 大気常時監視開始 県局 企業局

電源開発松島火力発電所 号機発電開始 50万KW  

電源開発松島火力発電所 号機発電開始 50万KW  

中央監視セン －設置機器等 全面的 更新 汎用機  

松浦火力発電所周辺局 し 10局 新設さ 測定開始 県局 企業局

九 電力松浦発電所 号機発電開始 70万KW  

電源開発松浦火力発電所 号機発電開始 100万KW  

雲仙普賢岳災害 移動測定車 測定 国設 雲仙 雲仙南 局設置

環境基本法 成 11 19日法 第91号  

九 電力苓 発電所設置 伴い 九 電力 口之津 局新設 

国設 雲仙 雲仙南 局廃止 

長崎県 長崎市大気汚染常時監視テレ ー システ 更新  

汎用機 ワークステーション 無線通信 ISDN回線使用  

電源開発松浦火力発電所 号機発電開始 100万KW  

県管理局 乾式測定装置 入 

世保市大気汚染常時監視テレ ー システ 更新 

市町村 併 井局 県 世保市管理局  
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測 定 結 果 

目別 効測定局及び環境基準 長期的評

価を表 2 大気 汚染 係 環境基準を表 3

非 ン炭 水素 係 濃度指針を表 4 示し

間 測定結果 大気環境測定局を表5-1

一般環境局 非 ン炭 水素 を表5-2 自

動車排出 ス測定局を表 6-1 表6-2 経 変

状況 大気環境測定局を表7-1 表7-2

自動車排出 ス測定局を表8-1 表8-2 示し

測定結果 状況 あ  

 酸 硫黄 SO2  

 す 局 短期的評価 長期的評価

環境基準を達成し 各測定局 均値 0.0

01～0.008ppm 範囲 あ 表5-1  

 酸 窒素 NO2  

  一般環境局 す 局 環境基準を達成

し 均値 0.002～0.017ppm 範囲 あ

1時間値 最高値 0.014～0.077ppm 範囲

あ 環境基準 長期的評価 け 間

日 均値 98%値 0.004～0.032ppm 範囲

あ 表5-1  

自動車排出 ス測定局 5局 均値  

0.020～0.038ppm 範囲 あ 1時間値 最高値

0.011～0.108ppm 範囲 あ 間 日

均値 98％値 環境基準 0.04～0.06ppm

範囲を全 局 達成し 表6-1  

 浮遊粒子状物質 SPM  

  一般環境局 均値 0.0平平～0.0年9公g/公

範囲 あ 1時間値 最高値 0.1年平～0.平

96公g/公 範囲 あ 環境基準 長期的評価

い 日 均値 0.10公g/公 を超え

日 連続し 局 平局あ 相浦 口之津

短期的評価 年年局 1時間値 最高値 0.平0公

g/公 を超え 表5-1 こ うち平6局 平8

日 黄砂 観測さ 際 値 あ  

自動車排出 ス 平局 長崎市役所 福石

長期的評価及び短期的評価双方 基準を満足

し ま 残 平局 短期的評価 い

環境基準を満足し 表6-2  

 光 学オ シ ント(Ox) 

各測定局 1時間値 最高値 0.070～0.114

pp公 範囲 あ 全 局 い 環境基準 0.

06pp公を超過し 注意報発 基準値( 時間

値 0.1平0pp公)を超え こ  

1時間値 最高値 0.10ppm 局  

11局 0.08ppm 0.10ppm未満 局 13局 0.0

6ppm 0.08ppm未満 局  6局あ 環境基準

を超過し 日数 100日 局  9局

 50日 100日未満 局 13局 50日未満 局

8局あ 表5-1  

 一酸 炭素 CO  

 自動車排出 ス測定局 測定し い 一酸

炭素 均値 0.7～0.9ppm 範囲 あ 1

時間値 最高値 2.8～6.0ppm 範囲 あ

環境基準を超過す こ 表6-1  

 非 ン炭 水素 NMHC  

 一般環境局 平局 均値 0.10 0.1平pp

公C 自動車排出 ス測定局 4局 均値

0.平8～0.年1pp公C 範囲 あ 表5-平 6-1

～ 時 け 均値 一般環境大気測定

局0.14pp公C 自動車排出 ス測定局0.年6～0.4平p

p公C あ す 局 6～9時 時間 均

値 指針値 限を超え 超過日数 一般

環境局 1日 松浦志 9日(村松) あ

対し 自動車排出 ス測定局 177 福石

～平04 長崎駅前 日 あ  

 煙源観測局 測定結果 表 9            

(1) 九 電力松浦発電所  1号機  

硫黄酸 物排出 及び濃度 窒素酸 物排出

及び濃度 け す 環境保全協定値を

超過す こ  

 (2) 電源開発松浦火力発電所  1 2号機  

硫黄酸 物排出 及び濃度 窒素酸 物排出

及び濃度 け す 環境保全協定値を

超過す こ  

 (3) 電源開発松島火力発電所 1 2号機  

  1号 2号機 計 硫黄酸 物排出 1時間

値 最高値 496Nm /h 1号 2号機 窒素酸

物濃度 換算値 日 均値 最高値 255ppm

254ppm あ 環境保全協定値 804N

m /h 300ppmを超え こ  

 (4) 九 電力相浦発電所  1 2号機  

 1号 2号機 計 硫黄酸 物排出 1時間

値 最高値 219Nm /h 窒素酸 物濃度(換算

値) い  1時間値 最高値 15

2ppm 108ppm あ 環境保全協定値 828Nm

/h 170ppm 150ppm を超え こ  

 

表中 市町村区分 成17 現在
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表平 効測定局及び環境基準 達成状況 平005 度  

環境基準 達成状況 

達成局数 非達成局数 

測定 目           

測定局数 効局数

1

長期的評価 短期的評価 長期的評価 短期的評価 

酸 硫 黄               

浮遊粒子状物質 

一 酸 炭 素               

46 

49 

5 

46 

49 

5 

46 

45 

5 

46 

9 

5 

0 

4 

0 

0 

40 

0 

酸 窒 素              

オ シ ント 

炭 水 素               

48 

年0 

 6 

48 

年0 

6 

48 

0 

－ 

0 

年0 

－ 

 

表年 大 気 汚 染 係 環 境 基 準                                

物  質 環境基準 環境基準 評価方法 

短期的評価

時間値 日 均値 ち 一方 基準を超え 環境基準非達

成 

酸 硫黄             

時間値 日 均値

0.04pp公 あ

時間値 0.1pp公 あ

こ  長期的評価

間 日 均値 ％除外値

平

0.04pp公  

間 日 均値 0.04pp公を超え 日 日 連続し

記 関係 く環境基準非達成 

短期的評価

時間値 日 均値 ち 一方 基準を超え 環境基準非達

成 

浮遊粒子状物質 

時間値 日 均値

0.10公g/公

年

あ

時間値 0.平0公g/公

年

あ こ  長期的評価

間 日 均値 ％除外値 0.10公g/公

年

 

間 日 均値 0.10公g/公

年

を超え 日 日 連続し

記 関係 く環境基準非達成 

短期的評価 均値 時間 ち 一方 基準を超え 環境基準超過 

一酸 炭素             

時間値 日 均値

10pp公 あ

時間値 時間 均値

平0pp公 あ こ  

長期的評価

間 日 均値 ％除外値 10pp公 あ 環境基準達成 

間 日 均値 ％除外値 10pp公を超え 日 日 連続し

記 関係 く環境基準非達成 

酸 窒素             

時間値 日 均値

0.04pp公 0.06pp公ま

ｿ ｰ 内又

あ こ  

日 均値 間98％値

年

0.06pp公を超え 環境基準非達成 

光 学 

オ シ ント 

時間値 0.06pp公

あ こ  

昼間 時～平0時 時間帯 い 時間値 0.06pp公 あ 環境基準

達成 

 

表4 大気汚染物資 係 濃度指針

4

 

物  質 濃度指針 

非 ン炭 水素 午前 時 時ま 非 ン炭 水素 時間 均値 0.平0pp公C 0.年1pp公C 範囲 あ こ  

 

 

 

 

                             

1

 効測定局数 間測定時間 6 000時間 達し 局 

平

 平れ除外値 間 得 日 均値を整理し 数値 高い方 ％ 範囲 あ 年65日分 日 均値 得 場

年65×0.0平≒7日分 を除外し 残 日 均値 最高値をいう  

年

 98れ値 間 日 均値を数値 い方 並 98れ 相当す をいう 年65日分 日 均値 得 場 年65×

0.98≒年58番目 値  

4

 非 ン炭 水素 濃度指針 非 ン炭 水素 光 学オ シ ント 生成 関与し い 環境省 光 学オ シ ント濃

度を環境基準 あ 日最高 時間値0.06pp公 す 非 ン炭 水素 指針値を定 い  



長崎県衛生 害研究所報 51 平005   資料 

 

時間 日  均 時間 日 均値 時間 日 均値

値 値 ％ 値   間 値   間

均値 最高値 除 外 値 均値 最高値 98 ％ 値 均値 最高値 98 ％ 値

ｐｐｍ ｐｐｍ ｐｐｍ ｐｐｍ ｐｐｍ ｐｐｍ ｐｐｍ ｐｐｍ ｐｐｍ

長 崎 市 ヶ 倉 支 所 工 0.00平 0.0平年 0.006 0.005 0.090 0.01年 0.008 0.054 0.017

稲 学 校 0.00年 0.0年0 0.008 0.00平 0.067 0.006 0.010 0.056 0.0平平

消 防 署 商 0.00平 0.019 0.004 0.005 0.17平 0.0平0 0.017 0.070 0.0年平

東 長 崎 支 所 商 0.004 0.0平0 0.007 0.004 0.10平 0.011 0.009 0.05平 0.017

山 未 0.001 0.0年年 0.004 0.001 0.018 0.001 0.00平 0.014 0.005

黒 崎 中 学 校 未 0.001 0.0平4 0.005 0.001 0.019 0.001 0.00年 0.044 0.006

神 浦 未 0.00年 0.018 0.007 0.001 0.008 0.001 0.00平 0.0平6 0.005

世 保 市 相 浦 商 0.006 0.0平4 0.010 0.007 0.年41 0.0平0 0.008 0.077 0.018

大 商 0.008 0.0平8 0.01平 0.007 0.114 0.018 0.010 0.048 0.0平0

早 岐 商 0.008 0.0平8 0.01平 0.006 0.108 0.0平0 0.010 0.04年 0.0平1

大 塔 準 0.005 0.0年1 0.010 0.007 0.1年4 0.0平5 0.014 0.05年 0.0平7

井 未 0.00年 0.015 0.005 0.00平 0.平平1 0.006 0.005 0.048 0.011

俵 ヶ 浦 未 0.00平 0.0平9 0.007 0.000 0.0平1 0.001 0.005 0.054 0.011

石 岳 未 0.00平 0.0平7 0.006 - - - - - -

柚 木 未 0.001 0.018 0.004 0.001 0.0平9 0.00年 0.00年 0.0年5 0.007

世 知 原 未 0.001 0.0平0 0.005 0.001 0.017 0.00平 0.00年 0.0平平 0.006

諌 早 市 諌 早 市 役 所 商 0.004 0.057 0.008 0.00年 0.096 0.015 0.011 0.046 0.0平平

多 良 見 町 役場 準 0.00平 0.0平9 0.005 0.004 0.18年 0.0平1 0.01平 0.061 0.0平6

島 原 市 島 原 市 役 所 商 0.005 0.051 0.010 0.00年 0.106 0.009 0.011 0.059 0.0平1

戸 市 戸 未 0.00平 0.0平平 0.006 0.00平 0.016 0.00年 0.00年 0.0年5 0.010

紐 差 未 0.001 0.0平4 0.005 0.001 0.045 0.00平 0.00平 0.0平5 0.007

松 浦 市 松 浦 志 0.00年 0.017 0.006 0.001 0.0平1 0.00年 0.005 0.0年8 0.011

御 厨 未 0.001 0.017 0.004 0.000 0.009 0.001 0.00年 0.0平4 0.007

志 未 0.001 0.0平0 0.004 0.001 0.01年 0.00年 0.00平 0.0平平 0.006

今 福 0.001 0.019 0.005 0.001 0.011 0.00平 0.004 0.0平7 0.009

棚 町 棚 0.00平 0.01年 0.004 0.00平 0.045 0.005 0.007 0.0年年 0.014

時 津 町 時 津 学 校 0.00年 0.019 0.007 0.00年 0.1平9 0.01年 0.009 0.071 0.0平5

琴 海 町 村 松 未 0.00平 0.016 0.004 0.00年 0.1平9 0.015 0.006 0.06年 0.014

西 海 市 大 串 未 0.001 0.015 0.00年 0.001 0.057 0.005 0.005 0.0年1 0.01年

伊 浦 未 0.001 0.017 0.004 0.000 0.0平1 0.001 0.00年 0.0平4 0.006

面 高 未 0.001 0.011 0.00年 0.001 0.0平6 0.00平 0.00年 0.0年7 0.008

大 島 未 0.001 0.016 0.004 0.001 0.016 0.001 0.00年 0.0年平 0.008

雪 浦 未 0.001 0.018 0.004 0.000 0.09平 0.001 0.00平 0.0平9 0.004

多 良 未 0.001 0.017 0.005 0.000 0.05年 0.001 0.00年 0.0年6 0.007

遠 見 岳 未 0.001 0.016 0.005 0.000 0.01年 0.00平 0.00平 0.0平0 0.006

大 村 市 大 村 商 0.001 0.0平6 0.00年 0.00年 0.1平7 0.01平 0.008 0.045 0.0平0

口 之 津 町 口 之 津 未 0.005 0.0平0 0.009 0.001 0.014 0.00平 0.00年 0.0平5 0.006

田 町 田 未 0.00平 0.019 0.006 0.001 0.018 0.00平 0.004 0.0年5 0.010

福 島 町 福 島 未 0.00年 0.0平0 0.006 0.001 0.017 0.00平 0.00年 0.0平9 0.008

鷹 島 町 鷹 島 未 0.001 0.019 0.006 0.001 0.009 0.00平 0.004 0.0年1 0.010

江 迎 町 江 迎 未 0.001 0.019 0.00年 0.001 0.01平 0.00平 0.00年 0.0平年 0.007

鹿 町 町 鹿 町 未 0.00平 0.0平6 0.006 0.001 0.019 0.00平 0.00年 0.0平4 0.007

々 町 々 未 0.001 0.018 0.004 0.001 0.040 0.005 0.004 0.0平5 0.010

々 町 羽 須 和 未 0.00年 0.018 0.006 0.00平 0.11年 0.006 0.008 0.05年 0.016

木 場 未 0.00平 0.0平8 0.005 - - - - - -

環 境 基 準 値 - 0.10 0.04 - - - - - 0.06

表5 　大気環境測定局測定結果 年間値

一 酸  窒 素  酸  窒 素

平

市  町  村 測定局

 酸  硫 黄

平

用

途

地

域
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時間 日 均値 NO
平
/ 時間 日  均

値   間 NO+NO
平

値 値 ％ 基準超 最高値 最 高 値

均値 最高値 98 ％ 値 均値 均値 最高値 除 外 値 過日数   均

ｐｐｍ ｐｐｍ ｐｐｍ ％ ㎎ 公

年

㎎ 公

年

㎎ 公

年

日 ｐｐｍ ｐｐｍ

0.01年 0.099 0.0平年 59.9 0.0平7 0.平1年 0.065 17 0.074 0.0平9 長 崎 市

0.01平 0.108 0.0平8 84.7 0.0平6 0.167 0.065 47 0.080 0.040

0.0平年 0.平平4 0.051 76.1 0.0平8 0.1年平 0.067 15 0.077 0.0年4

0.01年 0.1年5 0.0平8 70.4 0.0平6 0.平40 0.06年 110 0.10年 0.05平

0.00年 0.0年0 0.006 79.平 0.0年0 0.平60 0.066 - - - 電源開発 松島

0.004 0.06年 0.007 7年.1 0.0平9 0.平48 0.065 78 0.106 0.049

0.00年 0.0平9 0.006 81.5 0.0平7 0.平平0 0.061 - - -

0.015 0.406 0.0年6 5年.年 0.0年6 0.平96 0.079 55 0.085 0.045 世 保 市

0.017 0.14平 0.0年9 57.1 0.0年年 0.平47 0.066 1平 0.078 0.0年4

0.016 0.148 0.0年9 64.4 0.0年平 0.平14 0.070 71 0.088 0.046

0.0平1 0.164 0.05平 68.0 0.0年0 0.平平0 0.068 1 0.071 0.0年平

0.007 0.平65 0.017 75.9 0.0平平 0.158 0.055 54 0.08平 0.044 九 電力 松浦

0.005 0.075 0.01平 94.8 0.0平9 0.平5平 0.067 149 0.111 0.058

- - - - 0.0平9 0.平90 0.07年 1年9 0.110 0.057

0.004 0.056 0.008 8年.0 0.0平7 0.平75 0.067 140 0.114 0.057

0.004 0.0年8 0.008 71.平 0.0平8 0.平平9 0.056 - - - 九 電力 相浦

0.014 0.1平年 0.0年9 76.8 0.0年年 0.平年1 0.07平 94 0.099 0.049 県

0.016 0.平44 0.044 7平.7 0.0年0 0.181 0.07年 - - -

0.01年 0.141 0.0平8 79.9 0.0年年 0.18年 0.078 - - -

0.005 0.041 0.01年 66.5 0.0年9 0.平55 0.07年 - - - 九 電力 松浦

0.00年 0.058 0.009 76.5 0.0年6 0.平00 0.071 86 0.087 0.050

0.007 0.051 0.01年 8年.1 0.0平5 0.平平1 0.057 54 0.081 0.046 県

0.00年 0.0平8 0.008 90.7 0.0平7 0.平54 0.058 - - - 九 電力 松浦

0.004 0.0平9 0.008 6平.9 0.0年平 0.平56 0.06年 91 0.090 0.050

0.005 0.0年5 0.011 78.0 0.0年1 0.平平1 0.06平 - - -

0.009 0.07平 0.019 8平.年 0.0年平 0.平48 0.069 8年 0.096 0.048 県

0.01平 0.178 0.0年8 76.7 0.0平年 0.196 0.06平 - - -

0.009 0.190 0.0平9 64.8 0.0年0 0.168 0.064 9平 0.108 0.049

0.007 0.081 0.017 78.6 0.0平4 0.191 0.06年 1年7 0.111 0.056

0.00年 0.0年年 0.006 9年.9 0.0平8 0.平56 0.060 71 0.097 0.047 電源開発 松島

0.004 0.056 0.009 85.0 0.0年1 0.平60 0.070 6年 0.101 0.046

0.004 0.047 0.008 8平.4 0.0年0 0.平40 0.069 - - -

0.00平 0.11年 0.005 91.8 0.0平7 0.平年平 0.07平 104 0.095 0.05平 県

0.004 0.089 0.008 89.7 0.0平5 0.平86 0.067 10平 0.100 0.051

0.00平 0.0平4 0.007 87.6 0.0平7 0.平年5 0.060 - - - 電源開発 松島

0.011 0.160 0.0年1 7年.平 0.0年平 0.158 0.076 111 0.110 0.05平 県

0.004 0.0平8 0.008 76.平 0.0年1 0.174 0.075 - - - 九 電力 苓

0.005 0.048 0.01平 77.7 0.0平年 0.平44 0.059 年5 0.079 0.04年 県

0.004 0.0年6 0.010 78.平 0.0平5 0.平61 0.069 48 0.080 0.047

0.005 0.0年6 0.01平 77.5 0.0年4 0.平86 0.066 - - - 電源開発 松浦

0.004 0.0年年 0.009 7平.0 0.0平9 0.平10 0.060 - - -

0.004 0.0年4 0.009 75.1 0.0年平 0.196 0.068 94 0.09平 0.051

0.005 0.054 0.01年 8平.1 0.0平6 0.平1平 0.066 1年9 0.10平 0.057 九 電力 相浦

0.010 0.1年8 0.0平1 77.年 0.0平5 0.平5平 0.069 年年 0.070 0.04平 県

- - - - 0.0年1 0.平41 0.06平 - - - 九 電力 相浦

- - - - - 0.平0 0.10 - 0.06 -

窒 素 酸  物(NO
X
)

オ  シ  ン ト(Ox)

設置主体

浮遊粒子状物質

昼 間   時 間 値

 

                                         



 

 

 

 時間  日 均  日 均  時間  日 均 時間 日 均

 値 最  値  値  値 最  値 値 最 値  平

均 値  高 値  間98％  間98％ 均 値  高 値  間98％
平

均 値 高 値 ％除外 均 値

 値  値  値 N0+N0
平

値 均 値

pp公) pp公) pp公) pp公) pp公) pp公) pp公) ％ pp公) pp公) pp公) (pp公C) (pp公C) (pp公C) (pp公C)

長 崎 市 商
0.066 0.496 0.148 0.060 0.104 0.609 0.平00 年6.7 0.80 4.10 1.60 0.4平 平.91 0.06 0.年1

商
0.0平1 0.170 0.047 0.050 0.05年 0.平年平 0.087 61 0.80 平.80 1.年0

商
0.057 0.496 0.1平平 0.049 0.088 0.596 0.168 年4.9 0.90 6.00 1.70 0.年8 0.91 0.0年 0.平8

世保市 商
0.0平5 0.177 0.046 0.047 0.054 0.平5平 0.08平 5平.9 0.70 平.90 1.平0 0.年6 1.05 0.1平 0.年1

商
0.016 0.年89 0.05年 0.041 0.0年7 0.474 0.09年 55.年 0.80 年.90 1.40 0.041 1.07 0.08 0.平9

商

商

商

商

0.095

0.045

0.0年年

長 崎 市

0.09平

0.079

0.年平4

0.584

0.平78

0.平7年

0.088

均値

㎎ 公

年

0.041

㎎ 公

年

0.04平

福 石

日 宇

市 町

長 崎 市 役 所

用

途

地

域

測定局名

測定局名 用途地域

未

世保市

琴 海 町 0.10

0.1平

村 松

松浦志松 浦 市

値 最

高 値

表6-平 自動車排出 ス測定局測定結果 平005 度

市 町

一酸 窒素

浮遊粒子状物質

時間値 最高値

㎎ 公

年

日 均値 ％除外値用途地域測定局名

最  値

非 ン炭 水素 ＨＣ

均値

(ppmC)

～ 時 時間 均値

(pp公C)

均値

(pp公C) (pp公C)

最 高 値

非 ン炭 水素 ＨＣ

～ 時 時間 均値均

0.14

0.14

0

0.05

0.71

0.年平

中 央 橋

長 崎 駅 前

市 町

0.011

0.095

長 崎 駅 前

長 崎 市 役 所

0.0年1

0.0平8

0.0平0

0.100

0.10平

0.108

中 央 橋

福 石

酸 窒素
平

均 値

pp公)

0.0年8

0.0年年

表5-平 一般環境大気測定局測定結果 平005 度

表6-1 自動車排出 ス測定局測定結果 平005 度

pp公)

時間

最高値 最 値

窒素酸 物 ＋
平

一酸 炭素 Ｃ

 

 



 

  

平00平 度 平00年 度 平004 度 平005 度 平001 度 平00平 度 平00年 度 平004 度 平005 度 平001 度 平00平 度 平00年 度 平004 度 平005 度

長 崎 市 ヶ 倉 支 所 0.00平 0.00平 0.00平 0.00平 0.017 0.016 0.014 0.011 0.008 0.0年6 0.0年1 0.0平9 0.0平5 0.0平7

稲 学 校 0.004 0.004 0.00平 0.00年 0.011 0.010 0.011 0.011 0.010 0.0平9 0.0平8 0.0平5 0.0平4 0.0平6

消 防 署 0.00平 0.00平 0.00平 0.00平 0.018 0.0平0 0.018 0.017 0.017 0.0年1 0.0平8 0.0年9 0.0平6 0.0平8

東 長 崎 支 所 0.004 0.004 0.004 0.004 0.011 0.009 0.011 0.009 0.009 0.0年平 0.0平9 0.0平5 0.0平5 0.0平6

山 0.00年 0.001 0.001 0.001 0.00年 0.00年 0.00年 0.00平 0.00平 0.0年1 0.0年平 0.0平8 0.0平8 0.0年0

外 海 町 黒 崎 中 学 校 0.00年 0.00年 0.00平 0.001 0.00年 0.00年 0.00平 0.00年 0.00年 0.0平9 0.0平8 0.0平5 0.0平7 0.0平9

神 浦 0.00平 0.00年 0.00年 0.00年 0.00平 0.00平 0.00平 0.00平 0.00平 0.0平8 0.0平9 0.0平6 0.0平4 0.0平7

世 保 市 相 浦 0.00年 0.00年 0.004 0.006 0.011 0.01平 0.008 0.008 0.008 0.0平7 0.0年1 0.0年5 0.0年0 0.0年6

大 0.00年 0.00年 0.005 0.008 0.01平 0.011 0.01平 0.010 0.010 0.0平平 0.0平年 0.0平4 0.0平8 0.0年年

早 岐 0.006 0.004 0.004 0.008 0.01年 0.014 0.01年 0.010 0.010 0.0平8 0.0平7 0.0平6 0.0年1 0.0年平

大 塔 0.004 0.004 0.004 0.005 0.017 0.015 0.016 0.015 0.014 0.0年4 0.0年平 0.0平9 0.0年平 0.0年0

俵 ヶ 浦 0.001 0.00平 0.00平 0.00平 0.005 0.005 0.005 0.006 0.005 0.0平8 0.0平6 0.0平平 0.0平4 0.0平9

石 岳 0.001 0.00平 0.00平 0.00平 - - - - - 0.0平9 0.0平7 0.0平平 0.0平5 0.0平9

柚 木 0.001 0.001 0.001 0.001 0.00年 0.00年 0.00平 0.00年 0.00年 0.0平7 0.0平4 0.0平平 0.0平年 0.0平7

井 0.00平 0.00年 0.00平 0.00年 0.005 0.005 0.006 0.005 0.005 0.0平1 0.0平0 0.019 0.0平0 0.0平平

世 知 原 0.001 0.001 0.001 0.001 0.004 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.0平4 0.0平5 0.0平4 0.0平5 0.0平8

諫 早 市 諫 早 市 役 所 0.005 0.005 0.006 0.004 0.015 0.015 0.016 0.015 0.011 0.0年年 0.0年平 0.0平8 0.0年0 0.0年年

多良見町役場 0.00年 0.004 0.004 0.00平 0.01年 0.01年 0.01年 0.015 0.01平 0.0年0 0.0年1 0.0平7 0.0平8 0.0年0

島 原 市 島 原 市 役 所 0.005 0.005 0.005 0.005 0.014 0.01平 0.01年 0.01平 0.011 0.0年7 0.0年4 0.0年年 0.0年0 0.0年年

戸 市 戸 0.001 0.00平 0.001 0.00平 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.0平8 0.0年平 0.0年年 0.0年6 0.0年9

紐 差 0.000 0.001 0.001 0.001 0.00年 0.00年 0.00年 0.00平 0.00平 0.0平年 0.0平8 0.0平9 0.0年0 0.0年6

松 浦 市 松 浦 志 0.00平 0.00年 0.00平 0.00年 0.006 0.006 0.006 0.005 0.005 0.0平5 0.0平年 0.0平平 0.0平5 0.0平5

御 厨 0.001 0.001 0.001 0.001 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.0平6 0.0平7 0.0平年 0.0平5 0.0平7

志 0.001 0.001 0.001 0.001 0.00年 0.00年 0.00平 0.00平 0.00平 0.0平6 0.0平7 0.0平7 0.0平9 0.0年平

今 福 0.001 0.001 0.001 0.001 0.005 0.005 0.004 0.004 0.004 0.0平7 0.0平8 0.0平6 0.0平8 0.0年1

棚 町 棚 0.00年 0.00平 0.00平 0.00平 0.008 0.009 0.007 0.006 0.007 0.0年平 0.0年5 0.0年8 0.040 0.0年平

時 津 町 時 津 学 校 0.00平 0.00年 0.00年 0.00年 0.011 0.010 0.011 0.011 0.009 0.0年0 0.0平4 0.0平0 0.0平1 0.0平年

琴 海 町 村 松 0.000 0.001 0.001 0.00平 0.007 0.007 0.006 0.006 0.006 0.0年6 0.0年年 0.0平8 0.0年1 0.0年0

西 海 市 大 串 0.001 0.001 0.001 0.001 0.005 0.004 0.005 0.005 0.005 0.0平4 0.0平4 0.0平1 0.0平5 0.0平4

伊 浦 0.00年 0.00年 0.00平 0.001 0.00平 0.00平 0.00平 0.00平 0.00年 0.0平6 0.0平5 0.0平平 0.0平5 0.0平8

面 高 0.00年 0.001 0.001 0.001 0.005 0.004 0.00年 0.00年 0.00年 0.0年年 0.0年1 0.0平9 0.0平9 0.0年1

大 島 0.00平 0.00年 0.00平 0.001 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.0年1 0.0平9 0.0平8 0.0平9 0.0年0

雪 浦 0.00平 0.00平 0.001 0.001 0.00年 0.00平 0.00年 0.00平 0.00平 0.0平6 0.0平0 0.0平年 0.0平4 0.0平7

多 良 0.001 0.001 0.001 0.001 0.004 0.00年 0.00年 0.004 0.00年 0.0平7 0.0平5 0.0平年 0.0平年 0.0平5

遠 見 岳 0.00年 0.00平 0.001 0.001 0.00年 0.00年 0.00年 0.00平 0.00平 0.0年平 0.0平7 0.0平4 0.0平5 0.0平7

未

未

未

商

商

商

商

商

表7-1 大気環境測定局経 変

用途地域

工

酸 窒 素 pp公 浮 遊 粒 子 状 物 質 ㎎ 公

年

市 町 村

酸 硫 黄 pp公

測 定 局

平001 度

未

未

0.00年

0.00年

0.00平

0.00年

0.00年

0.00年

商

商

未

未

準

未

準

未

未

未

未

未

未

未

未

未

未

未

未

0.004

0.004

0.004

0.00平

0.00平

0.001

0.006

0.005

0.00平

0.00年

0.004

0.00年

0.004

0.00年

0.00年

0.00年

0.001

0.00年

0.00年

0.00年

0.00年

0.00年

0.00年

0.00年

0.00年

0.00平

0.001

0.00年

0.000
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大 村 市 大 村 0.000 0.001 0.001 0.001 0.010 0.010 0.008 0.006 0.008 0.0平6 0.0平5 0.0平8 0.0平8 0.0年平

口 之 津 町 口 之 津 0.004 0.004 0.004 0.005 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.0年平 0.0平9 0.0平8 0.0平6 0.0年1

田 町 田 町 0.00平 0.00平 0.00平 0.00平 0.004 0.004 0.004 0.005 0.004 0.0平年 0.0平年 0.0平平 0.0平4 0.0平年

福 島 町 福 島 0.00平 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.004 0.004 0.00年 0.019 0.018 0.017 0.014 0.0平5

鷹 島 町 鷹 島 0.001 0.001 0.001 0.001 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004 0.0平9 0.0年平 0.0年1 0.0平7 0.0年4

江 迎 町 江 迎 0.001 0.001 0.001 0.001 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.0平5 0.0年0 0.0平年 0.0平4 0.0平9

鹿 町 町 鹿 町 0.001 0.001 0.001 0.00平 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.00年 0.0平5 0.0平8 0.0平7 0.0平8 0.0年平

々 町 々 0.001 0.001 0.001 0.001 0.005 0.005 0.005 0.005 0.004 0.0平7 0.0平8 0.0平年 0.0平年 0.0平6

々 町 羽 須 和 0.00年 0.00年 0.004 0.00年 0.009 0.008 0.009 0.008 0.008 0.018 0.0平年 0.019 0.0平0 0.0平5

木 場 0.001 0.001 0.001 0.00平 - - - - - 0.0平7 0.0平8 0.0平7 0.0平7 0.0年1

 

測定方法

平001 度 平00平 度 平00年 度 平004 度 平005 度 平001 度 平00平 度 平00年 度 平004 度 平005 度

琴 海 町 村 松
未 0.10 0.09 0.10 0.15 0.1年 0.14 0.1年 0.14 直

松 浦 市 松 浦 志 0.17 0.06 0.1年 0.06 0.07 0.1年 0.1平 0.14 直

平001 度 平00平 度 平00年 度 平004 度 平005 度 平001 度 平00平 度 平00年 度 平004 度 平005 度 平001 度 平00平 度 平00年 度 平004 度 平005 度

長 崎 市
長 崎 駅 0.048 0.045 0.04年 0.044 0.0年8 0.07年 0.07年 0.070 0.07年 0.060 1.平 1.0 1.0 0.9 0.8

中 央 橋 0.0年7 0.0年5 0.0年年 0.0年年 0.0年年 0.05平 0.05平 0.05平 0.049 0.050 1.0 0.9 0.9 0.8 0.8

長 崎 市 役 所 0.0年6 0.0年1 0.0平9 0.0年1 0.0年1 0.054 0.051 0.049 0.049 0.049 1.年 1.1 1.1 1.0 0.9

世保市
福 石 0.0年年 0.0年8 0.0年年 0.0平年 0.0平8 0.049 0.061 0.06年 0.0年8 0.047 1.0 0.9 0.8 0.7 0.7

日 宇 0.0年1 0.0平1 0.0平9 0.0平4 0.0平0 0.047 0.0年7 0.05平 0.050 0.041 1.年 1.1 1.1 1.0 0.8

日 均値 間98％値

用

途

地

域

酸 窒 素 pp公

均 値

用途地域

直 直接法測定方式

表7－平 一般環境大気測定局経 変

市 町 村 測 定 局

表8－1 自動車排出 ス測定局経 変

均 値

一 酸 炭 素 pp公

0.00年

0.00年

非 ン炭 水素  ( ＨＣ

均値 pp公C ～ 時 時間 均値 pp公C

商

商

商

商

商

市 町 村

測 定

局

未

未

未

未

未

未

未

未

商

未

0.000

0.00平

0.004

0.00年

0.00年

0.001

0.004

0.00平

 

 

 

 



 

  

市 町 村 測 定 局 測定方法

平00平 度 平00年 度 平005 度 平001 度 平00年 度 平004 度

長 崎 市 長 崎 駅 前 0.年7 0.年6 0.年1 0.5年 0.44 0.41 直

長 崎 市 役 所 0.年7 0.年6 0.平8 0.54 0.48 0.44 直

世保市 福 石 0.年8 0.年平 0.年1 0.69 0.年7 0.年7 直

日 宇 0.年8 0.平平 0.平9 0.年4 0.平9 0.年平 直0.44

平005 度

0.4平

0.年8

0.年6

0.41

平00平 度

0.4年

0.47

0.4平

用途地域

商

商

～ 時 時間 均値 pp公C均値 pp公C

非 ン炭 水素  ( ＨＣ

0.41

0.年年0.44

0.55

平004 度

硫黄酸 物排出
N
公

年

/h

0.平6

商

商

平001 度

0.平4

0.年1

0.年年

年00 日 均値

年00 日 均値

60 時間値

-

55 時間値

56 時間値

平55 日 均値

平54 日 均値

54 時間値

191

186

60 時間値

年6 時間値

60 時間値

1年9

111

100

80

115

-

159

158

100

4平

窒素酸 物濃度 pp公

15平 時間値

108 時間値

170 時間値

150 時間値

窒素酸 物排出
N
公

年

/h

時間値最高値 環境保全協定値 時間値最高値 環境保全協定値

47

40

55

-1平年

年05

平年5

電源開発松島 計値

九 電力松浦 号機

九 電力松浦 号機

116

1年4

11年

-

804496

平平1

環境保全協定値時間値最高値

平19 8平8

業所名

最高値 環境保全協定値

硫黄酸 物濃度 pp公

電源開発松浦 号機

電源開発松浦 号機

表 火力発電所煙源排出基準対比表(平005 度)

表8－平 自動車排出 ス測定局経 変

直 直接法測定方式

九 電力相浦 号機

九 電力相浦 号機

九 電力相浦 計値

電源開発松島 号機

電源開発松島 号機
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長崎県 け 酸性雨調査 度  

 

横瀬 健  森 淳子 

 

Acidity and Ion Concentrations in Rain Water (2005) 

 

Takeshi Yokose and Atsuko MORI 

 

Key words： acid rain, pH, non sea salt sulfate 

ワ ： 酸性雨 ｐH 非海塩性硫酸イ ン 

 

 じ め に 

 石燃料 燃焼 大気中 排出さ た硫黄酸

物や窒素酸 物 直接大気汚染 原因

く そ 一部 大気中 硫酸 び硝酸等

二次生成物質 酸 さ こ 二次生成物

質 ス ア 雨滴生成過程中 核 捕

捉さ た後 インアウ やウ シュアウ 等 降水

込ま 酸性雨 原因 い  

 こ う 酸性雨問題 対処 た 長崎県

い 昭和 長崎市式見及び旧大村保健所

酸性雨調査を開始 た

～

成 度 旧

大村保健所 測定 諫早市 県央保健所 移

動 調査を い 成 度 長崎

市式見及び県央保健所 機器保守管理 酸性雨

分析 民間委託さ い また 環境省 委託を

け 離島 国設対馬酸性雨測定所及び国設五島酸

性雨測定所 い 酸性雨調査を実施 い  

 本報告 長崎市式見及び県央保健所 け

成 度 酸性雨調査結果 い 報告  

 

調 査 地 点  概 要 

 県内 酸性雨測定地 を 示 各測定地

概要 以 示 あ  

長崎市式見 

 長崎市 中心部 西 郊外 置 周

山林及び 園地帯 あ 測定地 東３㎞及び

東約 ㎞ 宅地 存在 や C 等 海

塩粒子濃度 大 要因 海岸ま 距離 西

方約 ㎞ あ  

県央保健所 

 成１ 月 測定を開始 た 諫早市中心部

方 置 調査地 西側 宅地 広

い 東側 時間交通量 約 台 あ

国道 号線を経 園地帯 い  

 

 

 酸性雨測定地  

 

調 査 方 法 

 雨水 採 笠原計器 株 製US をベ ス

検体 一降雨試料 連 採 う

改造 た雨水採 器 実施 た  

 雨水 採 分析 民間委託さ 測定 目

貯水量 ｐＨ 電気伝 率 EC S C

H C g K 目 あ 測定方法

湿性沈着モニ ング手引 書 第 版 準 た

降水量 い 貯水量 計算 た  
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調 査 結 果 

ｐＨ及び酸性雨出現頻度 

 ｐＨ 出現頻度及び便宜 酸性雨 定義をｐH

以 た酸性雨出現率を表 示 式見 け

成 度 酸性雨出現率 ％ 県央保健所

％ あ た 度 式見 ％

県央保健所 ％ あ た  

 成 度ｐＨ 均値 式見 県央保健

所 あ 度 若 い値 あ た  

 降水を中和 要因 黄砂 い 成

度 け 黄砂観測日を表 示 成

度 日間 度 日間観測さ 例

多く黄砂 観測さ た  

ｐＨ 経月変  

 成 度 降水量 経月変 を ｐＨ 月

別 均値 経月変 を 示 例 ｐＨ 加重

均値 雨 多い夏季 高く 雨 少 い冬季

い傾向を示 成 度 式見 県央保健所

調査 結果 雨 多い夏季 高く 雨

少 い冬季 い傾向を示 た  

イ ン成分濃度 

 成 度 け イ ン成分 均値を表  

イ ン成分月 均値を表 示 均値

べ 目 い ､式見 県央保健所 高い

値を示 た｡特 海岸 近い式見 い C い

た海塩 来成分 県央保健所 比べ高い結果

いた  

 べ 海塩 来 あ 仮定 海水中

濃度比を用い ss  S 及び ss  C を計算

S 及び C 占 非海塩性成分 割 を求

各々 度 均値 式見 ％ ％ 県央

保健所 ％ ％ あ 度 高い値を示

た｡ 

 人 的汚染 指標 ss  S 及び 計

月変 を 示 ｡イ ン成分 雨 多い夏季

く 雨 少 い冬季 高い傾向を示 成

度 式見 県央保健所 調査 結果 雨

多い夏季 ss  S 及び く 雨 多

い時期 高く 傾向を示 た また 均値

式見 県央保健所 度 度 高い値

を示 た｡  

 

 

 

 

 

 

 

表  ｐＨ 出現頻度及び酸性雨出現率 

Ｈ１ H Ｈ１ H

～

～

最高pH

加重 均pH

ｻﾝﾌﾟﾙ数

酸性雨出現率 ％

pH＜ ％

最 pH

～

～

～

～

～

～

～

ｐH階級

式見 県央保健所

～

 

 

表  成 度 黄砂観測日 

成 度 H 度

月 日 月 日

月 日 月 日

月 日 月 日

月 日 月 日

月 日 月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

計 日間 日間

黄砂発生日

 

※長崎海洋気象台調べ 
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月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

Ｈ 式見月降水量

Ｈ 県央月降水量

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

pH
H 式見pH

H 式見pH

H 県央pH

H 県央pH

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

g

H 式見

H 式見

H 県央

H 県央

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 成 度 け 降水量 経月変  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成 度 け ｐＨ 経月変  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  成 度 け ss  S 濃度 経月変  
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  成 度 け 濃度 経月変  

 

イ ン成分沈着量 

 表 イ ン成分 沈着量を 表 月別 イ ン成

分沈着量を示 式見 け 沈着量 海塩粒子

影響を け C 最 多く 次い S  

あ た 県央保健所 け 沈着量 式見 同様

C S あ た  

 

ま と め 

成 度 け 酸性雨 出現頻度 式見 県央

保健所 度 く いた こ

度 黄砂 多く観測さ たた 思わ 実際黄砂

多く含ま C 間沈着量 度 高

た｡ pH 加重 均値 度 く

､ 度 度 降水中 酸成分 多く含

ま いたこ 分 た｡ 

ｐＨ 加重 均値 式見 県央保健所

あ 両測定地 近い値 得 た 全国 降水

ｐＨ 間 集中 い こ 照

わ い 全国 降水ｐＨ 範 内 あ

た  

成 度 け 降水 ｐＨ さい強

酸性雨 出現頻度 県央保健所 方 式見 多

た pH 加重 均値 式見 方 く

全体的 式見 方 酸性度 高い降水

観測さ た  

 

参 考 文 献 

 村 賢一郎 他：酸性雨調査 第 報 長崎県衛

生公害研究所報 ～  

 村 賢一郎 他：酸性雨調査 第 報 長崎県衛

生公害研究所報 ～  

 村 賢一郎 他：酸性雨調査 第 報 長崎県衛

生公害研究所報 ～  

 村 賢一郎 他：酸性雨調査 第 報 長崎県衛

生公害研究所報 ～  

 釜谷 剛 他：長崎県 け 酸性雨調査

度 長崎県衛生公害研究所報 ～  

 釜谷 剛 他：長崎県 け 酸性雨調査

度 長崎県衛生公害研究所報 ～  

 山口 顕徳 他：長崎県 け 酸性雨調査

度 長崎県衛生公害研究所報 ～

  

 山口 顕徳 他：長崎県 け 酸性雨調査

度 長崎県衛生公害研究所報 ～

 

 山口 顕徳 他：長崎県 け 酸性雨調査

度 長崎県衛生公害研究所報 ～

 

 横瀬 健  他：長崎県 け 酸性雨調査

度 長崎県衛生公害研究所報 ～  

 環境省地 環境局環境保全対策課酸性雨研究セ

ン ：第 章 各論 湿性沈着モニ ング手引

書 第 版 ～  

 酸性雨対策検討会：総 ま 結果 評価 残

さ た課題  酸性雨対策調査総 ま  

～ 月  

 

 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

g

H 式見

H 式見

H 県央

H 県央
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： g

S

ss S

C

H

C

ss C

g

K

H

降水量

S

ss S

C

H

C

ss C

g

K

H

降水量

S

ss S

C

H

C

ss C

g

K

H

降水量

S

ss S

C

H

C

ss C

g

K

H

降水量

月

イ ン成分

均値及

び 降水量

H

H

調査地 度

H

目 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

県央保健所

式見

H

： g

S ss S C H C ss C g K H

％ ％

H

H

H

H

県央保健所

調査地 度

式見

表  成 度 け イ ン成分 均値 

 

 

 

 

 

 

表  成 度 け イ ン成分月 均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  成 度 け イ ン成分 沈着量 
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： g 月

S

ss S

C

H

C

ss C

g

K

H

降水量

S

ss S

C

H

C

ss C

g

K

H

降水量

S

ss S

C

H

C

ss C

g

K

H

降水量

S

ss S

C

H

C

ss C

g

K

H

降水量

月 月 月

イ ン成分

沈着量及

び 降水量

月 月 月 月月 月 月 月目 月

式見

調査地 度

H

H

H

H

県央保健所

： g

降水量
S ss S C H C ss C g K H

H

H

H

H

度

式見

県央保健所

調査地

 

 

 

 

 

 

表  成 度 け イ ン成分月別沈着量 
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長崎県地域防災計 に係る環境放射能調査 2005 度  

 良 文 亨 ・ 谷 村 義 則 

Radioactivity Survey Data in Nagasaki Prefectural Disaster Prevention Plan (2005) 

Yasuyuki TAIRA and Yoshinori TANIMURA 

Key Words: radioactivity, air dose rate, γ-ray spectrometer 

ワ : 放射能 空間線量率 γ線  

 

は じ め に 

長崎県地域防災計 原子力災害対策編

成 13 月策定 成 1 月修正 基

原子力施設 放射性物質又 放射線 放出

周辺環境へ 影響評価 資 観点

成 13 度 常時 環境放射能(線) ニ ン

成 14 度 積算線量測定 追加 開始

 

本報 成 1 度 調査結果 い 報告

 

 

調 査 内 容 及 び 測 定 方 法 

 調査内容 

調査内容 い 表 示  

表  調査内容 い    

測定区  試料  

試

料

数 

採 取 場 所 

空間線量率   70 鷹島 阿翁 阿翁浦 日比地区 

積算線量   1平 鷹島 阿翁 阿翁浦 日比地区 

浮遊  平 鷹島 阿翁地区 

蛇口水 1 鷹島 阿翁浦地区 

原水 1 鷹島 日比地区 

土壌 1 鷹島 阿翁地区 

精米 1 鷹島 免 

 1 鷹島 阿翁浦地区(購入地) 

Gｽ 半導体検

出器

種 析 

 1 鷹島 阿翁浦地区(購入地) 

  

 試料 調製及び測定方法 

積算線量測定 用い 素子 400℃

時間加熱処理 再生処理 設置前 70℃

時間乾燥後 室温 初期値 録  

種 析 用い 浮遊

紙 採取 U 容器 底 内径 合

わ 取 浮遊 付着面 底 向け

詰 測定用試料  

蛇口水 阿翁浦漁協 水道水 原水 鷹島

各々約 20ℓ 採取 濃縮 U 容器 

詰 測定用試料  

土壌 層 0～5cm い 採取 乾 

燥後篩 け U 容器 詰 測定用試料

 

精米 2ℓ マ ネ 容器 詰 測定用試 

料  

可食部 灰化 U

容器 詰 測定用試料  

 

測 定 条 件 

 空間放射線測定 

イ 記 測定 

ｮ ：グ､OKグ 製 光C先-171 

検出器：Na同(光l) 平5.4φ×平5.4mm 

基準線源：Cﾋ-1年7 No.平591んBa-1年年 No.45平 

 積算線量測定 

  蛍 線量計 記 測定 

蛍 ｶ 線量計 ﾃ ：旭ﾃｸ ｸ 製 サGD-平01 

ｶ 線量計：先C-1 

線量表示範 ：1μGﾑ～10Gﾑ/1μ先ﾎ～10先ﾎ 

 種 析 

ゲ マニウ 半導体検出器 記 測定 

多 波高 析装置 ： 先ゴ同KO ゴGろG 製 ･Cグ7800 

Gｽ 半導体検出器 ： OR光ゴC 製 Gゴ･-15180-タ 

遮蔽体 ： 鉛 ッ 製 検出部 115mm 

解能 ： サWH･ガ1.65ペｽV   

 

調 査 結 果  

成 1 度 調査結果 表 ～表 示  

 空間線量率 

  松浦市鷹島 阿翁 阿翁浦 日比地区 1

地点 け 線量率範 30～76nGy/h

間 均値 41～59nGy/h 過去 測定値

水準 あ 表  

 積算線量 

  調査地域内 地点 阿翁地区集会所 阿翁

浦地区集会所 日比地区鷹島 け 測

定値 0.14～0.17mGy/92 日 あ 表  
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図 １　 長 崎 県 北 松 浦 郡 鷹 島 の 測 定 地 点

, ,

,

 種
131I 137Cs 析 

(1) 浮遊  

阿翁地区 回採取 測定 人工

種
131I 137Cs 検出さ 表  

 (2)  陸水 蛇口水 原水  

   新松浦漁協 蛇口水 鷹島 原水

約 20ℓ 採取 測定 人工 種
131I

137Cs 検出さ 表  

(3)  土壌 

   阿翁地区 ン 村 丘 頂 層 0～

5cm 採取 測定 人工 種
137Cs

1.51±0.47Bﾉ/ペブ 乾土検出さ
 131I

検出さ 表  

(4)  精米 

  松浦市鷹島 免 収穫さ 購入

測定 人工 種
131I 137Cs 検出

さ 表  

(5)  水産生物  

  阿翁浦漁協 購入

測定
137Cs 0.10±

0.0平Bq/kg 生検出さ
131I 検出さ

い 人工 種 検出さ

表  

 

ま   

 成 13 度 実施 い 長崎県地域防災

計 基 く 常時環境放射能(線) ニ ン

成 17 度結果 い 昨 度 程

度 濃度 あ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  空間線量率測定結果(単位：nGﾑ/ﾀ)

      

測 定 値 

地点  

6 月 9 月 11 月 1平 月 1 月 平 月 年 月 

均値 線量率範  

成 16 度

範  

グ 4平 4平 4平 年8 64 54 年0  45 年0～64 年0～48 

B 40 50 44 54 70 6平 50  5年 40～70 年8～54 

C 44 50 5平 5平 68 64 46  54 44～68 46～60 

D 48 50 5平 48 66  50 5平  5平 48～66 40～60 

ゴ 66 50 56 50 76 66 46  59 46～76 54～6平 

サ 年0 年6 年6 46 60 48 年0  41 年0～60 平6～4平 

G 5平 54 56 5平 74  58 56  57 5平～74 50～70 

H 年平 年8 年6 4平 58 5平 46  4年 年平～58 年6～50 

同 44 40 年8 48 58 48 40  45 年8～58 年平～46 

名 44 50 44 54 68  50 56  5平 44～68 4平～58 

線量率

範  

年0～66 年6～54 年6～56 年8～54 58～76 48～66 年0～56 41～59 年0～76 平6～70 

※地点：阿翁地区⇒ グ( ン 村芝生頂 )んB( ン 村 段駐車場)んC( ン 村 段駐車場)んD(阿翁地区集会所)

       阿翁浦地区⇒ ゴ(新松浦漁協)んサ(新松浦漁協対岸)んG(阿翁浦地区集会所)  

日比地区⇒ H(日比漁協 船 場)ん同(日比地区集会所前)ん名(鷹島 ) 
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表  蛍 線量計 測定結果 単位：mGﾑ  

積算線量(9平 日 算値) 

 測定地点 

4～6月 7～9月 10～1平 月 1～年月

均 

積算値 

成 16 度

均積算値

阿翁地区集会所 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 

阿翁浦地区集会所 0.17 0.17 0.17 0.16 0.17 0.17 

日比地区鷹島  0.14 0.15 0.14 0.14 0.14 0.14 

 

 

表  浮遊 Gｽ 半導体検出器 用い 種 析結果     

採取 月日 採取場所 

採取量 

(ブ) 

吸引量

(㎥) 

測定 量 

(ブ) 

測定時間 

(ﾋｽｻ) 

測定 月日 

131
同 

(Bﾉ/㎥)

137
Cﾋ 

(Bﾉ/㎥)

2005.6.28～6.29 ン 村 0.0452 1439.9 3.0676 70ん000 2005.7.4 N.D N.D 

  2006.2.22～2.23 ン 村 0.0093 1440.4 3.0395 70ん000 2006.2.27 N.D N.D 

 

 

表  陸水(蛇口水 原水) Gｽ 半導体検出器 用い 種 析結果 

検体  採取 月日 採取場所 

気温 

(℃) 

水温

(℃)

採取量

(､) 

蒸  

残留物

(mブ/､)

測定時間

(ﾋｽｻ) 

測定 月日 

131
同 

(Bﾉ/､) 

137
Cﾋ 

 (Bﾉ/､) 

蛇口水 2005.11.2 新松浦漁協 18.0  21.0 平0 260.5 70ん000 2005.11.16 N.D N.D 

原  水 2005.11.2 鷹島  18.5  19.0 平0 134.2 70ん000 2005.11.17 N.D N.D 

 

 

表  土壌 Gｽ 半導体検出器 用い 種 析結果 

採取 月日 

採取場所 

(状況) 

深さ

(ｻm)

採取 

面積 

(㎠) 

採取量

(ブ) 

乾燥 

細土 

カ平mm(ブ)

測定 量

(ブ) 

測定時間

(ﾋｽｻ) 

測定 月日 

131
同(Bﾉ/ペブ

乾土) 

137
Cﾋ(Bﾉ/ペブ 

乾土) 

2005.6.28 

ン 村 

芝生 層  

0～5  4年5 1,347 824 76.2957  70ん000 2005.7.1 N.D 1.51±0.47

 

 

表  精米 生 Gｽ 半導体検出器 用い 種 析結果 

採取 月日 採取場所 

測定試料 量 

(ペブ) 

測定時間

(ﾋｽｻ) 

測定 月日 

131
同 

(Bﾉ/ペブ 生) 

137
Cﾋ 

 (Bﾉ/ペブ 生) 

2005.9.22 鷹島 免 1.87平 70ん000 2005.9.22 N.D N.D 

 

 

表  水産生物(魚貝藻類) Gｽ 半導体検出器 用い 種 析結果 

検体  採取 月日 採取場所 除去部位 

測定 量

(ブ) 

灰  

(れ) 

測定 

時間 

(ﾋｽｻ) 

測定 

月日 

1年1

同 

(Bﾉ/ペブ 生)

1年7

Cﾋ  

(Bﾉ/ペブ 生)

頭 骨 内臓

 平006.平.平年 新松浦漁協 

皮

年0.5841 平.平64 70ん000 平006.平.平8 N.D 0.10±0.0平

 平006.1.17 新松浦漁協 茎  58.8686 4.平60 70ん000 平006.1.平5 N.D N.D 
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廃棄物の活用による排水中の窒素・リン削減に関する研究

(2001 2005)～

川井 仁 赤澤 貴光 原 直樹 濵邉 聖 山口 仁士

Examination of Nitrogen and Phosphorous Removal from Nutrient Rich Water using Industrial Wastes

Hitoshi KAWAI , Takamitsu AKAZAWA , Naoki YOSHIHARA , Masashi HAMABE

and Hitoshi YAMAGUCHI

Key Words : Industrial wastes Nitrogen removal Phosphorous removal

ワ 廃棄物 窒素 去 ン 去:

ま え

大 湾 図 示 非常 閉鎖性 強い

湾 あ 水質汚濁や富栄養化 や

い

長崎県 大 湾 汚濁防止 関し 昭和

施行さ 長崎県条例第 号47 12 23 64

水質汚濁防止法第 条第 項 規定 基 く排3 3

水基準 定 条例 別表第 工場2

業場 乗 排水規制 行 生活系

排水 策 関し 長崎県告示第 号 生活排677

水 策重点地域活動 進 業補助金交付要綱

成 定 い 結果 工場及7 7 25

業場排水由来 汚濁負荷 減少し さ 生活

系排水 関し 公共 水道 整備や 併処理浄

化槽 整備 進 成果 得 い

し し 行わ 施策 負荷COD

総量抑制 主 策 さ 富栄養化 原因

窒素及 ン 関 排出抑制 実施 環境

基準 類型指定 行わ 成 以降 あ12

今後 人口増加や産業 発展 窒素及

ン負荷量 増大 十分 予想さ

窒素及 ン 去 関 策 重要 課

い

一方 環境負荷 軽減並 循環型社会形成

観点 廃棄物 利用可能 資源 し 再利用

求 長崎県 長崎県長期

総 計画 い 廃棄物資源化 推進し い

大 湾 流入 窒素及 ン 去

策 並 廃棄物 再資源化 いう 重要2

課 い 取 組 廃棄物 再利用し

浄化資 開発 窒素及 ン処理方法 開発

同時 要求さ 至

本研究 大 湾環境保全 活性化行動計

画 一端 担 民間企業 大学 県試験研

究機関 産学官 連携 牡蛎殻や陶磁器

産業廃棄物 廃棄物 利用し 窒素及 ン

去処理方法 開発 目的 し 度2001~2005

ヶ 計画 取 組 あ

図 大 湾地図
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特許公開日 ： 成 ８ 月 日
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56

浄化資 の開発

活用 廃棄物 し 長崎県 陶磁器産業廃

棄物 水産業廃棄物 牡蛎殻あ い 高純度珪石

粉 無機系廃棄物 サイ 可能 資源 し

存在し い 図 図

図 牡蠣殻

図 陶磁器産業廃棄物

牡蛎殻 陶磁器産業廃棄物及 廃珪石粉 原

料 し 浄化資 長崎県窯業技術センタ

*1

い 開発さ

長崎県窯業技術センタ 牡蛎

殻 陶磁器廃棄物 粘土 混 ℃付近 温600

度 熱処理し 牡蛎殻 炭酸塩 ン 去

用い 方法 以 炭酸塩法 牡蛎殻 粘土 廃

珪石粉 配 し ℃ 一度熱処理し 後800

℃ 水熱処理 施し 珪酸 ウ 水和物180

し 活用 方法 以 珪酸塩法 方法 取 組2
1) 2) 3)

い

開発さ 浄化資 中 管型及 型 図

い 方法 作成さ 発泡型 図

方法 作成さ い

  

 

図 方法 作成さ 浄化資

図 方法 作成さ 浄化資

浄化資 用いた窒素及びリンの処理方法の開発

窒素の除去方法

排水中 窒素化 物 処理技術 し ンニン

コ 低い 微生物 硝化 脱窒素機能 利

用し 生物処理法 最 広く利用さ い

微生物 硝化 プ 細菌

関与し 亜硝酸菌 アン ニア態

窒素 亜硝酸 酸化さ さ 硝酸菌 硝

酸 酸化さ う アン ニア態 窒素

硝酸態 酸化 細菌 プ 硝化菌

好気的 条件 生育 他方 硝酸態

窒素 嫌気的 還元的 条件 脱窒菌

亜硝酸 亜酸化窒素 経 窒素 還元さ 大

気中 放出さ 図

  

発泡型 

 

型管型 
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図 窒素 去 原理

硝化菌及 脱窒菌 硝化及 脱窒

安定さ 細菌 着生し 増殖 担

持体 し 浄化資 活用し 窒素 去 行

実験 細菌 着生しや い型状 いう理由

発泡型 浄化資 用い

硝化菌及び脱窒菌の着生実験

硝化菌及 脱窒菌 着生実験 い 硝化

菌及 脱窒菌共 浄化資 着生 確認さ

細菌 着生状況 既存 担持体 市販品 同

等 結果 得

浄化資 を用いた硝化・脱窒実験

水槽 硝化槽及 脱窒槽 連結し 実験装置 図

い 硝化槽及 脱窒槽 浄化資

担持体 し 用い 実験 行 結果 図 及

図 示 硝化並 脱窒共 効果 確認

さ

図 実験装置

 

実験装置 水槽 脱窒槽および硝化槽  

硝化槽

脱窒槽

H

 

    ＋    

 

  ＋ H   
 

図 硝化実験結果

図 脱窒実験結果

リンの除去方法

ン 去 い 最 ン 去率 高い発泡

型 浄化資 ン 去方法 検討 用い し

3)

発泡型 浄化資 ℃以 熱処理し800

配 中 牡蛎殻 生石灰 や 消化 消

石灰 し 水熱処理 珪酸 応

さ 牡蛎殻 イ Ca (Si O H ) 4H O5 6 18 2 2

変化さ 作 水中 ン酸イ ン 浄化

資 溶出 イ ン 応し イCa
2+

結晶 水酸ア タイ し 析出 固定

化さ う 浄化 中 イ 水酸

ア タイ 生成 結晶成長 場 し 機能

一 生成し 水酸ア タイ 結晶 表面 新

水酸ア タイ 析出 ン 固定化

持続的 あ

硝化実験 各種イ ン濃度

0

5

10

15

20

25

30

1 17 30 44

露 数 day

濃
度

m
g
/L アン ニア態窒素

亜硝酸態窒素

硝酸態窒素

全窒素

脱窒実験 各イ ン濃度

0

5

10

15

20

25

0 15 21 33 48 61 75 90 105

露 数 day

濃
度

m
g

/L

アン ニア態窒素

亜硝酸態窒素

硝酸態窒素

全窒素
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発泡型浄化資 の顕微鏡写真

ン 去実験前後 浄化資 走査型電

子顕微鏡写真 以 示 発泡型浄化資 泡

状 大気孔 連結し 構成さ い 大気

孔 部 数μ 幅 短冊状結晶 一面m (b),(c)

生成し い 分 線回折 所見X

短冊状結晶 イ あ 考え1.1nm

次 ン 去実験後 気孔 組織 見 前(d)

記 短冊状結晶 一見消失し 見え さ

拡大 短冊状結晶 さ 組織

物質 沈積し い 分 さ 拡(e)

大 沈積物 程度 薄 状 物質100nm

ウ 状 重 い 分 (f)

物質 線回折 所見 水酸ア タイX

あ う 考え 写真Ca (OH)(PO )5 4 3

図 発泡型浄化資 顕微鏡写真

浄化資 のリン除去原理

 リン除去前後における浄化資材の組織変化 走査型電子顕微鏡写真  

   (a)浄化資材の泡状組織、(b)気孔内組織 使用前 、(c)短冊状結晶 使用前  

   (d)気孔内組織 使用後 、(e)短冊状結晶上の沈積物、(f)沈積物 拡大  

(a) (b) (c) 

(d) (e) (f) 

発泡型浄化資 ン 去 原理 浄化資

ウ 溶出 起 次い 溶出し

ウ 排水中 ン 応し 最終的 生成し 水

酸ア タイ 浄化資 イ 結晶 析

出 図

図 ン 去原理

返送法の 入

浄化資 充填し 脱 ン槽 排水 通水

ン処理方法 場 槽 前半 後半 溶出し

ウ 濃度 異 浄化資 利用率

前半 低く 脱 ン槽 流出水

一部 流入水 戻 返送法 図 入

浄化資材 カ シウム 溶出し 排水中の ンと反応する 

Ca

 

 H

 

＋ H   Ca H  ＋ H  

し

図 返送法 イ 図

浄化資材
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浄化資 のリン除去能力

一定量 排水 脱 ン槽 循環通水し 場 浄

化資 ン 去率 排水 滞留時間 依存

確認さ 図

滞留時間 浄化資 充填量 流

依存 浄化資 充填量 流 調整

必要 ン 去率 得 結論

得

図 滞留時間 ン 去率 関 図

滞留時間 よるリン除去率の算出

滞留時間 浄化資 充填量 流 依存

以 式 成 立

(hr) (L) (L/hr)滞留時間 ＝ 浄化資 充填量 流

ン 去率 滞留時間 依存 浄化資

充填量 流 ン 去率 相関関 図

示

図 浄化資 充填量 流 ン 去率 相関関

浄化資 充填量及 流 調整 ン 去効果

ン 去率 浄化資 充填量及 流 依存

浄化資 充填量 し 流30L

設定し 場 ン 去率1.5L/hr 80%

条件 実験 行 図

程度 去率 確認さ80%

 

循環式通水に る ン除去率

ン
濃

度
除

去
率

%

滞留 接触 時間 hr

流速 L hr

浄
化

資
材

充
填

量
L

%

%

%

%

%

必要 ン 去率 得 ン

処理設備 設計 可能 あ 成果 得

図 返送法 ン 去率

使用済 浄化資 の再利用方法の検討

使用済 浄化資 の土壌改良 としての期待

無機質系土壌改良資 特殊鉱物 主体 し

あ う イ う 天然

質 非結晶質 岩石 あ 黒 石 真珠岩 松脂

岩 原料 し 約 ℃ 焼成発泡さ1,000

あ 多孔質構 土壌 通気性 保水性

透水性 物理性 改良 効 あ さ い

今回 開発さ 浄化資 牡蛎殻や廃珪石粉

粘土等 原料 し 高温 焼成発泡さ あ

前述 イ う 土壌改良効果 期待

考え

し し 開発さ 浄化資 排水処理 使用後

土壌改良 し 再利用 場

作物 影響 い 検証 必要 あ 今回

作物 生育 害 無 い 実施し

生育試験

水処理使用済 浄化資 作物 影

響 確認 生育試験 表 示 試

験区 分 実施し 結果 重量比 ％ 浄化10

資 牛糞堆肥 混 し 松菜 用い 生育

試験 特 問 認 図 浄

化資 多孔質構 いう特性 考慮 土壌改

良 し 再利用 可能性 期待

排水通水量 L

ン
除

去
率

％
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表 生育試験 各試験区 容

試験区番号 試 験 区 容

水処理水使用済 非加熱浄化資 混 堆肥

水処理水使用済 加熱浄化資 混 堆肥

未使用非加熱浄化資 混 堆肥

混 堆肥 但し潅水 水処理水

混 堆肥 照区

生育試験状況

数 目 目 目 目3 14 24 31

容 発芽状況 回目間引前 回目間引前 穫1 2

試験区

試験区

試験区

試験区

試験区

図 生育試験結果

LCA評価 よる環境負荷の比較

   

  

  

  

  

商品 生産さ 廃棄さ 一生 イ

フサイ わ 環境負荷 定量的 評価

LCA方法 イフサイ アセ ン 以

記載 環境影響評価手法 1

ツ し 活用さ い

資源及 環境面 流 沿 製品及

商品 見直 環境負荷低減 重要

方策 あ
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61

長崎県衛生公害研究所報 5 , 5 資料

設定条件

排水処理 い 浄化資 利用し ン 去

施設 無 評価 実施し 環境 負LCA

荷 コ 環境負荷 発生 損害 換算

*2
し 評価 行

象施設

象施設 し 大 湾周辺 所在 1

均排水量 未満 あ さ 排水中 ン50m
3

濃度 比較的高 あ 規模 業所 施設626

し 浄化資 ン 去 適用し 場

適用し 場 現状 い 比較

行う し 規模 業所 均1

排水量及 排水中 ン濃度 い 規模 業

場 施設 均値 用い 比較 行626 4.3mg/L

さ 浄化資 ン 去 関し 去

率 ％ 設定し 場 ％ 設定し 場60 80

い 比較 行

LCAの結果

LCA 60評価 結果 表 示 ン 去

％ 行 場 環境負荷コ あ16,532

ン 去 行わ 場 環境負荷コ

半分以 あ ％ 行 場37,700 80

環境負荷コ あ 未処理 場9,518

比 分 程度 環境負荷 軽減

示唆さ

表 浄化資 適用 環境負荷コ 評価結果LCA

検討条件 建屋 負荷 資 作製 負荷 水域 負荷 計

37,700 37,700未処理 現状

60 926 526 15,080 16,532ン処理 ％ 去

80 926 1,052 7,540 9,518ン処理 ％ 去

※ 業所 間あ 環境負荷コ

浄化資 の 命

浄化資 脱 ン能力 浄化資 あ100g

ン 去 大 湾周辺2.8g
3)

所在 規模 業所 適用し 場

各施設 均排水量 以

ン 去率 場80% 1800

ン 去率 場60% 1200

脱リン槽の設計

大 湾周辺 所在する 規模事業所 適用した場

合 必要と る脱リン槽設計図

ン 去率 必要 浄化資80%

充填量 規模 業所 均排水量 25m
3

計算 約 設置 脱 ン槽 大20m
3

さ 図 う

図 ン 去 必要 脱 ン槽 設計図

ｍ 

ｍ ｍ ｍ ｍｍ

ｍ

P 

整流板 浄化資材 返送ポンプ 

鋼製水槽

面図 

ｍ

P

返送配管

断面図 
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と め

今回検討 用い 浄化資 窒素 去 関し

担持体 し 用 あ 確認さ

ン 去 関し 浄化資 充填量 流 調整

ン 去率 コン ロ 可能

あ 認 さ 使用済 浄化資

い肥 混 植物 生育 影響し

い 確認さ 土壌改良 し 可能性

LCA示さ 環境 負荷 象 し

評価 結果 浄化資 ン 去 行

場 ン 去処理 行わ い現在 状況 環境

負荷 大 く軽減 示さ さ 使用

済 浄化資 再利用 関し 廃棄物

土壌改良 し 再利用

実用化 関し 実用段階 検討 さ

必要 あ あ 実験結果

得 浄化資 効性 全排水 窒

素及 ン 去 処理方法 し 十分 期待

今後 課 し 浄化資 製 方法 簡便

化や浄化能力 向 挙
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